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ス
イ
ス
に
お
け
る
通
信
販
売
法
に
関
す
る
立
法
動
向
に
つ
い
て

山

本

弘

明

Ⅰ

は
じ
め
に

本
稿
は
、
通
信
販
売
に
関
す
る
近
時
の
ス
イ
ス
の
立
法
動
向
、
す
な
わ
ち
立
法
の
内
容
と
そ
の
理
由
、
そ
れ
に
対
す
る
学
説
の
評
価
を

紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
通
信
販
売
指

１令
が
交
付
さ
れ
て
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
通
信
販
売
指
令
の
国
内
法
化
を
す
で

に
達
成
し
て
い
る
。
他
方
で
、
ス
イ
ス
は
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
て
い
な
い
た
め
、
指
令
の
国
内
法
化
の
義
務
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ

ま
で
通
信
販
売
法
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
指
令
の
国
内
法
化
義
務
の
な
い
ス
イ
ス
が
、
通
信
販
売
法
の
立
法
に
あ
た
り
通
信
販
売
指
令
を

ど
の
程
度
参
考
に
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
通
信
販
売
指
令
と
異
な
る
立
法
を
選
択
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
国
内
法
化
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
な
く
通
信
販
売
指
令
を
参
考
に
し
う
る
わ
が
国
の
通
信
販
売
法
を
再
検
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討
す
る
う
え
で
も
意
義
の
あ
る
作
業
だ
と
思
わ
れ
る
。

注１

通
信
販
売
指
令
に
関
し
て
紹
介
す
る
論
文
と
し
て
、
岡
林
信
幸
「
通
信
取
引
に
お
け
る
契
約
締
結
の
際
の
消
費
者
保
護
に
関
す
る
指
令
」
名
城
法
学
四
八
巻

（
一
九
九
八
年
）
三
号
。

Ⅱ

電
子
商
取
引
に
関
す
る
法
律
案

１

序

商
取
引
に
お
い
て
電
子
的
通
信
手
段
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
危
険
も
引
き
起
こ
さ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
デ
ー
タ
濫
用
、
電
子
的
に
締
結
さ
れ
た
法
律
行
為
の
方
式
の
有
効
性
の
問
題
、
支
払
問
題
、
契
約
当
事
者
お
よ
び
商

品
の
規
制
可
能
性
、
契
約
の
履
行
及
び
巻
戻
し
に
お
け
る
危
険
等
が
、
近
時
の
規
制
の
本
質
的
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で

は
、
こ
れ
ら
の
危
険
に
対
処
す
る
た
め
に
、
通
信
販
売
指
令
、
電
子
商
取
引
指
令
、
電
子
署
名
に
関
す
る
指
令
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
通
信

販
売
に
関
す
る
指
令
と
い
っ
た
一
連
の
指
令
が
電
子
商
取
引
の
領
域
に
お
い
て
出
さ
れ
て
い

２る
。

他
方
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に
直
面
し
て
、
ス
イ
ス
は
、
上
述
の
四
つ
の
指
令
を
抜
粋
し
て
「
自
立
的
に
国
内
法
化
す
る
」
こ
と
を
決
定
し
、
二

〇
〇
一
年
一
月
末
に
二
つ
の
草
案
が
意
見
聴
取
に
送
ら
れ
た
。
一
つ
は
、
電
子
署
名
と
自
筆
証
明
を
同
じ
に
扱
う
こ
と
を
目
的
し
た
電
子

署
名
に
関
す
る
連
邦
法
草
案
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
電
子
商
取
引
に
関
す
る
連
邦
法
草
案
で
あ
る
。

論 説
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一
つ
目
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
取
引
上
の
必
要
性
に
争
い
が
な
く
、
情
報
社
会
の
通
信
手
段
へ
の
ス
イ
ス
法
の
適
合
必
要
性
が
認
識
さ

れ
可
決
さ
れ
た
（
新
ス
イ
ス
債
務
法
一
四

３条
）。

他
方
で
、
電
子
商
取
引
に
関
す
る
連
邦
法
は
、
逆
に
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
。
問
題
と
な
っ
た
の
は
消
費
者
保
護
で
あ
り
、
と
り
わ
け

消
費
者
の
電
子
商
取
引
へ
の
参
加
の
点
で
あ
る
。
ス
イ
ス
法
は
、
消
費
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
デ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

し
て
商
品
等
を
購
入
す
る
さ
い
の
消
費
者
保
護
を
、
訪
問
販
売
（
ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
ａ
条
）
を
準
用
し
て
図
ろ
う
と
し

４た
。

す
な
わ
ち
、
ス
イ
ス
の
立
法
者
は
電
子
商
取
引
に
お
け
る
契
約
締
結
及
び
契
約
の
履
行
の
迅
速
性
か
ら
生
じ
る
消
費
者
の
不
利
益
に
着

目
す

５る
。
つ
ま
り
、
手
紙
に
よ
る
申
込
み
は
、
契
約
締
結
に
数
日
を
要
す
る
一
方
で
、
電
子
商
取
引
に
お
い
て
契
約
は
数
分
又
は
数
秒
で

締
結
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
顧
客
は
契
約
締
結
意
思
を
熟
慮
し
、
こ
れ
を
撤
回
す
る
（
ス
イ
ス
債
務
法
九
条
一

６項
）
可
能
性
を
ま
っ
た
く
有

し
て
い
な
い
点
が
指
摘
さ
れ

７る
。

２

草
案
の
基
本
的
特
徴

１
）
序
説

契
約
の
締
結
に
関
す
る
ス
イ
ス
法
の
規
定
は
、
重
大
な
例
外
が
あ
る
が（
ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
ａ
条
以
下
）、
立
法
か
ら
一
〇
〇
年
以
上

経
過
し
て
お
り
、
電
子
商
取
引
に
関
す
る
規
定
は
当
然
に
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

草
案
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
規
定
は
、
下
記
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、
債
務
法
の
総
則
に
お
け
る
契
約
の
締
結
に
関

す
る
規
定
に
お
い
て
、
電
子
商
取
引
の
特
殊
性
へ
の
適
合
を
目
的
と
す
る
。
第
二
に
、
通
信
販
売
に
お
け
る
消
費
者
保
護
を
目
的
と
す
る
。

第
三
に
、
動
産
売
買
に
お
け
る
担
保
給
付
法
の
改
正
を
規
定
す

８る
。
第
四
に
、
電
子
商
取
引
に
お
け
る
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
不
正
競

争
防
止
法
に
お
け
る
特
別
な
情
報
提
供
義
務
を
組
み
入
れ
る
。
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２
）
通
信
販
売
の
特
徴

遠
隔
地
通
信
手
段
の
利
用
に
よ
る
商
品
の
販
売
は
、
す
で
に
以
前
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
典
型
的
で
あ
り
最
も
古
い
例
は
、
カ
タ
ロ
グ

の
郵
送
に
よ
る
販
売
方
式
で
あ
り
、
他
に
は
、
電
話
及
び
テ
レ
ビ
を
使
っ
た
売
買
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
遠
隔
地
通
信
手
段
の
多

様
性
及
び
普
及
に
伴
い
発
展
し
た
販
売
方
式
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
電
子
商
取
引
の
登
場
に
伴
う
近
時
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
経
験
し

て
い
る
。

遠
隔
地
通
信
手
段
に
よ
っ
て
当
事
者
が
対
面
す
る
こ
と
な
く
契
約
準
備
及
び
契
約
締
結
が
な
さ
れ
る
。
通
信
販
売
契
約
の
締
結
は
、
顧

客
及
び
事
業
者
に
疑
い
の
余
地
の
な
い
利
益
を
提
供
す
る
。
第
一
に
、
大
量
か
つ
多
様
な
申
込
み
、
迅
速
性
及
び
利
便
性
で
あ
る
。
第
二

に
、
効
果
的
か
つ
低
コ
ス
ト
な
販
売
手
段
で
あ
る
。

し
か
し
、
他
方
で
顧
客
と
事
業
者
の
直
接
的
な
接
触
が
欠
如
す
る
こ
と
、
顧
客
が
売
買
目
的
物
を
実
際
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
商
品
に
関
す
る
限
定
さ
れ
た
表
面
的
な
情
報
を
取
得
す
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
、
そ
し
て
契
約
締
結
の
迅
速
性
は
、
顧
客
が
こ
の
販

売
手
段
を
利
用
す
る
際
に
軽
率
な
決
断
を
し
て
し
ま
う
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
。
軽
率
な
契
約
締
結
の
危
険
か
ら
の
保
護
は
、
ス
イ
ス
法

は
債
務
法
四
〇
ａ
条
以
下
の
意
味
で
の
訪
問
販
売
及
び
そ
れ
に
類
似
し
た
契
約
に
関
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
規
定
は
通

信
販
売
契
約
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
た
し
か
に
、
訪
問
販
売
に
際
し
て
は
、
事
業
者
に
主
導
権
が
あ
り
、
そ
の
一
方
で
通
信
販
売
契
約
に

際
し
て
は
、
契
約
交
渉
の
主
導
権
は
顧
客
に
あ
る
。
し
か
し
、
通
信
販
売
契
約
の
締
結
と
結
び
つ
く
危
険
は
な
く
な
ら
な
い
。
こ
の
理
由

及
び
商
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
通
信
販
売
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
る
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
通
信
販
売
契
約
と
結
び
つ
く
軽
率
な
契
約
締

結
は
、
契
約
締
結
に
関
す
る
新
た
な
規
定
が
不
可
避
的
な
も
の
と

９

な
る
。

草
案
は
軽
率
に
行
動
す
る
消
費
者
に
、締
結
さ
れ
た
契
約
を
撤
回
し
う
る
七
日
間
の
期
間
を
与
え
る（
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｅ
条
）。

こ
の
解
決
は
通
信
販
売
指
令
に
適
合
し
て
い
る
。
ま
た
、
草
案
は
撤
回
権
行
使
の
た
め
に
必
要
な
情
報
に
関
し
て
、
事
業
者
の
情
報
提
供
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義
務
を
規
定
し（
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｄ
条
）、
こ
の
義
務
に
よ
り
顧
客
の
撤
回
権
を
補
完
す
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
顧
客
は
契
約
に

融
資
を
し
た
第
三
者
に
対
し
て
も
、
撤
回
権
を
行
使
し
う
る
（
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｈ
条
）。

通
信
販
売
に
関
す
る
新
規
定
は
、
訪
問
販
売
に
関
す
る
ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
ａ
条
以
下
に
挿
入
さ
れ
、
両
規
定
は
契
約
が
事
業
者
の
営

業
所
外
で
締
結
さ
れ
、
顧
客
に
と
っ
て
軽
率
な
契
約
締
結
の
特
殊
な
危
険
が
生
じ
る
点
に
特
徴
付
け
ら
れ
る
。

３

通
信
販
売
に
関
連
す
る
草
案
の
規
定

草
案
に
よ
り
改
正
の
対
象
と
さ
れ
た
現
行
規
定
と
草
案
の
規
定
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ス
イ
ス
債
務
法
四
条

１

期
限
の
定
め
の
な
い
申
込
み
が
対
話
者
に
な
さ
れ
、
か
つ
即
座
に
承
諾
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
申
込
者
は
も
は
や
拘
束
さ
れ
な

い
。

２

契
約
締
結
者
又
は
そ
の
代
理
人
が
自
ら
電
話
を
利
用
し
た
場
合
に
は
、
契
約
は
対
話
者
間
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
条

２

契
約
締
結
者
又
は
そ
の
代
理
人
が
自
ら
電
話
又
は
こ
れ
ら
の
者
と
の
対
話
を
可
能
に
す
る
そ
の
他
の
電
子
的
通
信
手
段
を
利
用
す
る

場
合
に
は
、
契
約
は
対
話
者
間
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
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ス
イ
ス
債
務
法
六
ａ
条

１

注
文
さ
れ
て
い
な
い
物
の
送
付
は
申
込
み
に
は
あ
た
ら
な
い
。

２

受
領
者
は
物
を
返
送
又
は
保
管
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
。

３

注
文
さ
れ
て
い
な
い
物
が
明
ら
か
に
錯
誤
に
よ
り
送
付
さ
れ
た
場
合
に
は
、
受
領
者
は
送
付
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
六
ａ
条

４

同
条
一
項
な
い
し
四
項
は
、
注
文
さ
れ
て
い
な
い
役
務
給
付
に
準
用
す
る
。

ス
イ
ス
債
務
法
七
条

１

申
込
者
が
申
込
み
に
拘
束
さ
れ
な
い
旨
の
意
思
表
示
を
付
加
し
た
場
合
若
し
く
は
か
か
る
留
保
が
取
引
の
性
質
又
は
そ
の
他
の
事
情

か
ら
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
申
込
者
は
拘
束
さ
れ
な
い
。

２

料
金
表
、
価
格
表
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
の
送
付
は
申
込
み
と
は
み
な
さ
な
い
。

３

こ
れ
に
反
し
、
価
格
の
表
示
を
伴
う
商
品
の
陳
列
は
原
則
と
し
て
申
込
み
と
み
な
す
。

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
七
条

２

料
金
表
、
価
格
表
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
の
送
付
若
し
く
は
公
表
は
、
特
に
電
子
的
な
方
法
に
よ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
自
体
申
込

み
を
意
味
し
な
い
。

３

こ
れ
に
反
し
、
価
格
の
記
載
を
伴
う
個
々
の
商
品
又
は
役
務
給
付
の
提
示
は
、
特
に
電
子
的
な
方
法
に
よ
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
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て
申
込
み
と
み
な
す
。

ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
ａ
条

１

以
下
の
規
定
（
四
〇
ａ
条
な
い
し
四
〇
ｇ
条
）
は
、
顧
客
個
人
又
は
家
族
の
利
用
の
た
め
に
な
さ
れ
た
動
産
又
は
役
務
給
付
に
関
す

る
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
契
約
に
適
用
さ
れ
る
。

ａ

商
品
又
は
役
務
給
付
の
提
供
者
が
、
職
業
又
は
営
業
の
範
囲
で
取
引
を
し
た
契
約

ｂ

顧
客
の
支
払
い
が
一
〇
〇
フ
ラ
ン
を
超
え
る
契
約

２

本
条
は
保
険
契
約
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

３

貨
幣
の
通
用
力
の
本
質
的
な
変
化
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
連
邦
参
事
会
は
一
項
ｂ
号
に
規
定
さ
れ
た
額
を
適
切
な
額
に
調
整
す
る
。

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ａ
条
（
訪
問
販
売
及
び
通
信
販
売
契
約
。
適
用
範
囲
）

１

四
〇
ｂ
条
な
い
し
四
〇
ｈ
条
は
、
提
供
者
が
動
産
又
は
役
務
給
付
を
職
業
又
は
営
業
活
動
の
範
囲
内
で
取
引
し
た
場
合
に
、
顧
客
の

個
人
又
は
家
族
の
利
用
の
た
め
に
な
さ
れ
た
動
産
又
は
役
務
給
付
に
関
す
る
契
約
に
適
用
さ
れ
る
。

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
契
約
に
は
適
用
さ
れ
な
い

ａ

顧
客
の
給
付
が
一
〇
〇
フ
ラ
ン
を
超
え
な
い
契
約

ｂ

金
融
サ
ー
ビ
ス
、
特
に
保
険
契
約
に
関
す
る
契
約

ｃ

顧
客
の
綿
密
な
指
示
に
従
い
製
作
さ
れ
た
商
品
、
性
状
に
従
う
と
返
品
さ
れ
え
な
い
商
品
又
は
す
ぐ
に
腐
敗
し
て
し
ま
う
商
品
に

関
す
る
契
約
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ｄ

明
確
に
顧
客
の
個
人
的
必
要
性
で
手
を
加
え
ら
れ
た
役
務
給
付
に
関
す
る
契
約

ｅ

賭
事
又
は
富
く
じ
に
関
す
る
契
約

２

通
貨
の
通
用
力
の
本
質
的
な
変
化
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
連
邦
参
事
会
は
二
項
ａ
号
で
挙
げ
ら
れ
た
額
を
適
宜
調
整
す
る
。

ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
ｂ
条

顧
客
は
、
申
込
み
が
な
さ
れ
、
か
つ
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
契
約
に
対
す
る
申
込
み
又
は
そ
の
承
諾
の
表
示

を
撤
回
し
う
る

ａ

顧
客
の
職
場
、
住
居
又
は
住
居
に
近
接
す
る
場
所

ｂ

交
通
機
関
、
公
共
の
道
路
又
は
広
場

ｃ

ハ
イ
キ
ン
グ
又
は
そ
れ
に
類
似
す
る
機
会
と
結
び
つ
い
た
広
告
行
事

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｂ
条
（
定
義
。
訪
問
販
売
）

顧
客
が
契
約
交
渉
を
明
示
的
に
望
ま
ず
、
か
つ
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
所
で
顧
客
に
申
込
み
を
す
る
契
約
は
、
訪
問
販

売
と
み
な
す

ａ

顧
客
の
職
場
、
住
居
又
は
住
居
に
近
接
す
る
場
所
に
お
い
て

ｂ

公
共
の
交
通
手
段
、
公
共
の
道
路
又
は
広
場
に
お
い
て

ｃ

ハ
イ
キ
ン
グ
又
は
そ
れ
に
類
似
し
た
機
会
と
結
び
つ
く
広
告
行
事
に
お
い
て

顧
客
が
表
示
を
市
場
又
は
見
本
市
の
ス
タ
ン
ド
で
な
し
た
契
約
は
、
訪
問
販
売
と
は
み
な
さ
な
い
。
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ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
ｃ
条

顧
客
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
撤
回
権
を
有
し
な
い
。

ａ

契
約
交
渉
を
明
示
的
に
望
ん
だ
場
合

ｂ

表
示
が
市
場
も
し
く
は
見
本
市
の
ス
タ
ン
ド
で
な
さ
れ
た
場
合

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｃ
条
（
通
信
販
売
契
約
）

通
信
販
売
契
約
と
は
、
契
約
当
事
者
が
対
面
す
る
こ
と
な
く
締
結
さ
れ
、
そ
の
際
に
提
供
者
が
通
信
販
売
の
た
め
に
構
築
さ
れ
た
販
売

シ
ス
テ
ム
の
範
囲
内
で
、
一
つ
又
は
複
数
の
通
信
手
段
を
も
っ
ぱ
ら
利
用
す
る
契
約
を
い
う
。

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
契
約
は
通
信
販
売
契
約
と
は
み
な
さ
な
い
。

ａ

競
売

ｂ

自
動
販
売
機
又
は
自
動
化
さ
れ
た
店
舗
を
利
用
し
て
締
結
さ
れ
た
契
約

ｃ

公
衆
電
話
を
利
用
す
る
電
信
通
信
装
置
（F

ern
m
eld
ea
n
la
g
en

）
の
経
営
者
と
締
結
さ
れ
た
契
約

ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
ｄ
条

１

提
供
者
は
顧
客
に
書
面
に
よ
り
、
撤
回
権
、
撤
回
の
形
式
及
び
期
間
、
並
び
に
提
供
者
の
住
所
に
関
し
て
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

前
項
の
説
明
は
日
付
を
付
し
、
か
つ
契
約
の
同
一
性
の
確
認
を
可
能
に
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

３

顧
客
が
契
約
を
申
込
み
又
は
承
諾
を
し
た
場
合
に
は
、
一
項
の
説
明
は
顧
客
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
顧
客
に
交
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な

北研44(1・ )39  39

スイスにおける通信販売法に関する立法動向について



ら
な
い
。

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｄ
条
（
情
報
提
供
義
務
）

１

提
供
者
は
顧
客
に
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い：

ａ

提
供
者
の
氏
名
及
び
住
所

ｂ

ス
イ
ス
フ
ラ
ン
で
の
商
品
又
は
役
務
給
付
の
価
格

ｃ

顧
客
に
発
生
す
る
手
数
料
及
び
費
用
の
最
高
額

ｄ

引
渡
期
間

２

前
項
の
説
明
に
加
え
て
、
提
供
者
は
顧
客
に
撤
回
権
、
撤
回
の
形
式
及
び
期
間
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

一
項
及
び
二
項
の
説
明
は
、
顧
客
に
紙
又
は
電
子
的
な
方
式
で
通
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
説
明
は
日
付
が
付
さ
れ
、
か
つ
契

約
の
同
一
性
の
確
認
を
可
能
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
ｅ
条

１

顧
客
は
提
供
者
に
撤
回
を
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

撤
回
期
間
は
七
日
間
で
あ
り
、
顧
客
が
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
即
座
に
開
始
す
る
。

ａ

契
約
を
申
込
み
又
は
承
諾
し
、
か
つ

ｂ

四
〇
ｄ
条
の
説
明
を
知
っ
た
場
合

３

顧
客
が
四
〇
ｄ
条
の
説
明
を
知
っ
た
時
点
の
立
証
は
、
提
供
者
の
負
担
と
す
る
。
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４

撤
回
期
間
は
、
撤
回
表
示
が
七
日
以
内
に
ポ
ス
ト
に
投
函
さ
れ
た
場
合
に
保
持
さ
れ
る
。

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｅ
条
（
撤
回
。
原
則
）

１

顧
客
は
契
約
締
結
の
申
込
み
又
は
承
諾
の
表
示
を
、
七
日
以
内
に
紙
又
は
電
子
的
な
方
式
で
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

撤
回
期
間
は
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
、
即
座
に
経
過
し
始
め
る
。

ａ

顧
客
が
契
約
を
申
込
み
又
は
承
諾
し
、
か
つ

ｂ

顧
客
が
四
〇
ｄ
条
に
従
っ
た
説
明
を
認
識
し
た
場
合

３

撤
回
の
立
証
は
、
顧
客
の
負
担
と
す
る
。
た
だ
し
、
顧
客
が
四
〇
ｄ
条
に
従
っ
た
説
明
を
認
識
し
た
時
点
の
立
証
は
、
提
供
者
の
負

担
と
す
る
。

４

撤
回
）
期
間
は
、
撤
回
表
示
が
七
日
以
内
に
ポ
ス
ト
に
投
函
さ
れ
た
又
は
電
子
的
方
式
で
送
信
さ
れ
た
場
合
に
、
保
持
さ
れ
る
。

ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
ｆ
条

１

顧
客
が
撤
回
し
た
場
合
に
は
、
当
事
者
は
既
に
受
領
し
た
給
付
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

顧
客
が
物
を
既
に
利
用
し
た
場
合
に
は
、
提
供
者
に
適
切
な
賃
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

提
供
者
が
役
務
給
付
を
提
供
し
た
場
合
に
は
、
顧
客
は
提
供
者
に
費
用
及
び
使
用
料
を
委
任
に
関
す
る
規
定
に
従
い
償
還
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

４

顧
客
は
提
供
者
に
そ
れ
以
上
の
賠
償
義
務
を
負
わ
な
い
。

北研44(1・ )41 41

スイスにおける通信販売法に関する立法動向について



ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｆ
条
（
例
外
）

撤
回
は
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
契
約
の
場
合
に
は
排
除
さ
れ
る
。

ａ

撤
回
期
間
の
経
過
前
に
顧
客
に
よ
る
撤
回
権
の
明
確
な
放
棄
が
な
さ
れ
て
提
供
さ
れ
た
契
約
、
又
は
期
間
経
過
前
に
提
供
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
役
務
給
付
に
関
す
る
契
約

ｂ

顧
客
に
よ
っ
て
開
封
さ
れ
た
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
な
又
は
顧
客
に
よ
っ
て
手
を
加
え
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
音
声
記
録
媒
体
、
映

像
記
録
媒
体
又
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
契
約

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｇ
条
（
効
果
）

１

顧
客
が
撤
回
を
し
た
場
合
に
は
、
当
事
者
は
既
に
引
き
渡
さ
れ
た
給
付
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

顧
客
が
物
を
既
に
利
用
し
て
い
た
場
合
に
は
、
顧
客
は
提
供
者
に
対
し
て
適
切
な
賃
料
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

提
供
者
が
役
務
給
付
を
提
供
し
た
場
合
に
は
、
顧
客
は
提
供
者
に
委
任
に
関
す
る
規
定
（
ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
二
条
）
に
従
い
、
費

用
と
使
用
料
を
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

顧
客
は
提
供
者
に
そ
れ
以
上
の
賠
償
を
負
担
し
な
い
。

５

通
信
販
売
契
約
の
撤
回
の
場
合
に
は
、
顧
客
は
商
品
の
返
送
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｈ
条
（
第
三
者
に
対
す
る
効
果
）

顧
客
は
撤
回
権
を
商
品
又
は
役
務
給
付
の
支
払
い
に
融
資
を
し
た
第
三
者
、
特
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
又
は
顧
客
カ
ー
ド
の
発
行
者
に

対
し
て
主
張
し
う
る
。
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ス
イ
ス
債
務
法
七
四
条

１

履
行
地
は
当
事
者
の
明
示
的
又
は
事
情
に
よ
り
推
定
さ
れ
る
べ
き
意
思
に
よ
り
定
め
る
。

２

別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
次
の
各
号
に
定
め
る
原
則
を
適
用
す
る
。

①

金
銭
債
務
は
、
債
権
者
が
履
行
時
に
住
所
を
有
す
る
場
所
で
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

特
定
物
が
債
務
の
目
的
と
な
る
場
合
に
は
、
特
定
物
が
契
約
締
結
時
に
存
在
し
た
場
所
で
引
き
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

そ
れ
以
外
の
債
務
は
、
債
務
者
が
債
務
の
発
生
当
時
住
所
を
有
し
て
い
た
場
所
で
履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

債
権
者
が
履
行
を
請
求
し
う
る
住
所
を
債
務
の
発
生
後
に
変
更
し
、こ
れ
に
よ
り
債
務
者
に
著
し
い
負
担
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
は
、

債
務
者
は
現
住
所
に
お
い
て
履
行
を
す
る
権
利
を
有
す
る
。

ス
イ
ス
債
務
法
七
五
条

履
行
の
時
期
が
契
約
又
は
法
律
関
係
の
性
質
に
よ
り
定
ま
ら
な
い
場
合
に
は
、
履
行
は
即
座
に
こ
れ
を
な
す
又
は
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
七
四
条
二
項
四
号

別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
次
の
各
号
に
定
め
る
原
則
を
適
用
す
る
。

４

四
〇
ｃ
条
の
意
味
で
の
通
信
販
売
契
約
の
場
合
に
は
、
提
供
者
の
義
務
は
、
顧
客
が
契
約
締
結
時
に
住
居
を
有
し
て
い
る
場
所
で
履

行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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ス
イ
ス
債
務
法
一
〇
七
条

１

債
務
者
が
双
務
契
約
に
お
い
て
遅
滞
に
陥
っ
た
場
合
に
は
、
債
権
者
は
債
務
者
に
追
履
行
の
た
め
の
相
当
の
期
間
を
指
定
し
又
は
管

轄
裁
判
所
に
よ
っ
て
指
定
さ
せ
る
権
限
を
有
す
る
。

２

前
項
の
期
間
満
了
前
に
履
行
が
な
い
場
合
に
は
、債
権
者
は
引
き
続
き
そ
の
履
行
を
遅
延
賠
償
と
並
ん
で
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

た
だ
し
遅
滞
な
く
、
そ
の
追
給
付
を
放
棄
し
か
つ
不
履
行
に
基
づ
き
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
、
又
は
契
約
を
解
除
す
る
意

思
を
表
示
し
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
一
〇
七
条

３

四
〇
ｃ
条
の
意
味
で
の
通
信
販
売
契
約
の
場
合
に
は
、
顧
客
が
履
行
を
放
棄
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
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ス
イ
ス
債
務
法
一
四
条

１

署
名
は
手
書
き
を
も
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

機
械
的
方
法
に
よ
る
手
書
き
署
名
の
模
写
は
、
そ
の
使
用
が
取
引
上
慣
行
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
特
に
多
数
発
行
さ
れ
て
い
る
有
価
証
券
へ
の
署
名
が
問

題
と
な
る
場
合
に
限
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
足
り
る
。

２
項
補
足

手
書
き
署
名
は
、
電
子
署
名
に
関
す
る
二
〇
〇
三
年
一
二
月
一
九
日
の
連
邦
法
の
意
味
で
の
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
認
可
を
受
け
た
提
供
者

の
適
格
認
証
に
基
づ
く
電
子
書
名
と
同
等
で
あ
る
。
こ
れ
と
異
な
る
法
律
上
又
は
契
約
上
の
規
定
は
留
保
さ
れ
る
。

４

B
u
n
d
eg
esetz u

b
er d

en elek
tro
n
isch

en G
esch

a
ftsv

erk
eh
r,
B
eg
leitb

erich
t zu

m
 
E
n
tw
u
rf,

S
.
4.

（
以
下
、B

eg
leitb

erich
t

と
略
す
。）
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５
B
eg
leitb

erich
t,
S
.
5.

６

ス
イ
ス
債
務
法
九
条
一
項

撤
回
が
申
込
み
よ
り
前
に
又
は
申
込
み
と
同
時
に
相
手
方
に
到
達
し
た
場
合
又
は
そ
れ
以
後
に
到
達
し
た
が
相
手
方
が
い
ま
だ

申
込
み
を
知
ら
な
い
前
に
撤
回
を
知
っ
た
場
合
は
、
申
込
み
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

７

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
5.

８

動
産
売
買
に
お
け
る
担
保
給
付
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
須
田
晟
雄「
ス
イ
ス
に
お
け
る
担
保
給
付
法
改
正
に
つ
い
て
の
一
動
向
」『
北
海
学
園
大
学
法
学
部

四
〇
周
年
記
念
論
文
集

変
容
す
る
世
界
と
法
律
・
政
治
・
文
化
』
一
一
三
頁
が
、
改
正
内
容
、
主
要
論
点
に
つ
い
て
の
判
例
・
学
説
の
現
状
を
紹
介
し
て

い
る
。

９

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
5f.

Ⅲ

草
案
の
個
別
的
検
討

１

契
約
締
結

１
）
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
条
二
項

ⅰ

改
正
点
と
理
由

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
条
二
項
は
対
話
者
間
の
契
約
締
結
を
規
定
す
る
。
現
行
法
に
従
う
と
、
当
事
者
が
電
話
を
利
用
し
た
場
合
に
は
、

契
約
は
対
話
者
間
で
締
結
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
草
案
は
契
約
当
事
者
が
電
子
的
手
段
を
利
用
し
た
場
合
も
、
電
話
を
利
用
し
た

場
合
と
同
じ
よ
う
に
位
置
付
け
る
。
な
ぜ
な
ら
、
電
子
的
手
段
が
当
事
者
間
で
の
対
話
を
可
能
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
当
事

者
は
書
面
又
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
接
続
さ
れ
た
イ
ヤ
フ
ォ
ン
と
マ
イ
ク
に
よ
り
対
話
が
可
能
で
あ
る
。
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こ
の
規
定
に
よ
り
、
逆
の
こ
と
も
生
じ
る
。
つ
ま
り
、
当
事
者
が
自
ら
当
事
者
間
の
非
対
話
を
可
能
に
す
る
電
子
的
な
通
信
手
段
を
利

用
す
る
場
合
は
、
契
約
が
隔
地
者
間
で
締
結
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

10る
。

ⅱ

草
案
に
対
す
る
評
価

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
条
二
項
は
、
近
時
の
直
接
的
な
接
触
を
可
能
に
す
る
通
信
手
段
を
含
み
、
電
話
の
利
用
と
同
じ
規
律
に
服
さ
し

め
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
こ
の
こ
と
自
体
は
適
切
で
あ
る
が
、
新
規
定
は
本
来
の
基
準
、
つ
ま
り
直
接
性
の
基
準
を
規
定
す

る
こ
と
に
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
列
挙
は
ほ
と
ん
ど
必
要
な
く
、「
電
話
又
は
そ
の
他
の
通
信
手
段
」と
い
う

規
定
は
正
確
で
は
な
く
、
さ
ら
に
準
備
草
案
は
、「
電
子
的
な
通
信
手
段
」
の
概
念
を
定
義
し
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ

11

れ
る
。こ
れ
に
対

し
て
、
電
子
商
取
引
指
令
に
お
い
て
は
、
定
義
規
定
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、「
完
全
に
電
子
的
に
進
行
す
る
処
理
又
は
記
憶
シ
ス

テ
ム
を
利
用
す
る
機
器
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
電
話
は
ａ
号
で
明
確
に
電
子
的
通
信
手
段
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。

２
）
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
六
ａ
条
四
項

ⅰ

改
正
点
と
理
由

現
行
の
ス
イ
ス
債
務
法
六
ａ
条
に
従
う
と
、
注
文
さ
れ
て
い
な
い
物
の
送
付
は
、
契
約
締
結
に
対
す
る
申
込
み
で
は
な
く（
一
項
）、
受

領
者
は
物
を
返
還
す
る
必
要
も
な
く
、
保
管
す
る
必
要
も
な
い（
二
項
）。
た
だ
し
、
物
が
明
ら
か
に
錯
誤
に
よ
り
受
領
者
に
送
付
さ
れ
た

場
合
に
は
、
当
然
、
受
領
者
は
送
付
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
三
項
）。

草
案
は
新
四
項
で
規
定
を
補
足
す
る
。
四
項
に
従
う
と
、
注
文
さ
れ
て
い
な
い
役
務
が
提
供
さ
れ
た
場
合
、
一
項
な
い
し
三
項
の
規
定

が
準
用
さ
れ
る
。
こ
の
補
足
は
、
す
で
に
現
在
と
り
わ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
役
務
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
役
務
が
受
領
者
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が
注
文
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
た
場
合
を
想
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
注
文
し
て
い
な
い
物
の
送
付
と
役
務
の
提
供
で
は
、
状
況
は
同
じ

で
あ
る
の
で
、
役
務
の
受
領
者
の
権
利
義
務
を
、
物
の
受
領
者
と
同
じ
様
に
規
定
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ

12る
。

ⅱ

草
案
に
対
す
る
評
価

こ
の
規
定
に
対
し
て
は
、
草
案
の
規
定
は
典
型
的
な
事
務
管
理
が
存
在
す
る
事
案
に
お
け
る
費
用
及
び
使
用
料
の
償
還
請
求
を
排
除
す

る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
。

注
文
し
て
い
な
い
物
の
送
付
の
場
合
に
は
、
当
該
物
の
帰
属
に
関
す
る
問
題
は
、
ス
イ
ス
債
務
法
六
ａ
条
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
初
め

て
明
ら
か
に
な
る
が
、
役
務
給
付
の
場
合
に
は
、
費
用
及
び
使
用
料
の
償
還
並
び
に
報
酬
請
求
の
問
題
が
生
じ
る
。
報
酬
は
契
約
上
の
合

意
の
範
囲
で
負
担
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、費
用
及
び
使
用
料
の
償
還
請
求
は
ス
イ
ス
債
務
法
四
二
二
条
一

13項
に
従
い
認
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
注
文
し
て
い
な
い
物
と
役
務
提
供
の
同
一
視
は
、
こ
の
評
価
と
矛
盾
す
る
と
さ
れ

14る
。
役
務
提
供
へ
の
ス
イ
ス
債
務
法
六
ａ

条
の
準
用
は
、
受
領
者
が
費
用
償
還
を
義
務
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
給
付
の
受
領
は
承
諾
と
は
み
な
さ
れ
な
い
た
め
、
契
約
上
も

費
用
償
還
を
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
法
律
上
も
費
用
償
還
が
二
項
に
従
い
排
除
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
理
由
書
は
何
ら
触

れ
て
い
な
い
。
挙
げ
ら
れ
て
い
る
例
が
示
す
こ
と
は
、
単
に
デ
ジ
タ
ル
商
品
の
注
文
し
て
い
な
い
送
付
を
従
来
の
物
の
給
付
と
同
一
視
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、こ
の
想
定
さ
れ
る
規
定
の
衝
突
は
、ス
イ
ス
債
務
法
草
案
六
ａ
条
四
項
が
模
範
と
し
て
い
る
通
信
販
売
指
令
九
条
二
ダ
ッ

15

シ
ュ

に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
問
題
と
な
ら
な
い
と
の
指
摘
も
あ

16る
。
通
信
販
売
指
令
九
条
二
ダ
ッ
シ
ュ
に
従
う
と
、
顧
客
は
注
文
し
て
い
な
い

商
品
が
提
供
さ
れ
た
又
は
注
文
し
て
い
な
い
役
務
が
提
供
さ
れ
た
場
合
、
い
か
な
る
反
対
給
付
も
負
担
し
な
い
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。
つ

ま
り
、
双
務
契
約
と
結
び
つ
い
た
請
求
権
に
制
限
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ス
イ
ス
債
務
法
六
ａ
条
は
、
従
来
、
消
費
者
保
護
法
的
な
規
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範
と
し
て
、
適
切
に
制
限
さ
れ
た
適
用
領
域
で
も
っ
て
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
顧
客
に
対
す
る
事
業
者
の
「
契
約
強
制

の
試
み
」
を
妨
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ

17た
。
そ
の
結
果
、
事
務
管
理
規
定
と
の
衝
突
は
生
じ
ず
、
契
約
締
結
の
領
域
で
、
顧
客
保
護
の

歓
迎
さ
れ
る
拡
張
で
あ
る
と
さ
れ

18る
。

３
）
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
七
条
二
項
、
三
項

ⅰ

改
正
点
と
理
由

ス
イ
ス
債
務
法
七
条
二
項
に
従
う
と
、
料
金
表
、
価
格
表
及
び
そ
れ
に
類
似
し
た
も
の
の
送
付
は
申
込
み
に
あ
た
ら
な
い
。
他
方
で
、

価
格
の
記
載
を
伴
う
商
品
の
陳
列
に
関
す
る
三
項
に
従
う
と
、
異
な
る
取
り
扱
い
と
な
り
、
原
則
と
し
て
申
込
み
と
み
な
さ
れ
る
。

二
項
及
び
三
項
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
デ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
な
さ
れ
う
る
状
況
を
規
定
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
草
案
は
料
金
表
、
価
格
表
等
の
送
付
と
電
子
的
な
方
法
で
の
こ
れ
ら
の
公
開
を
同
様
に
扱
い
、
こ
れ
ら
自
体
は
申
込
み

に
は
あ
た
ら
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
電
子
的
な
方
法
で
の
価
格
の
記
載
を
伴
う
商
品
の
提
示
を
、
原
則
と
し
て
申
込
み
と
み
な
さ
れ
る

陳
列
と
す
る
。

た
と
え
ば
、
提
供
者
に
商
品
の
在
庫
が
あ
る
こ
と
が
、
提
供
者
の
表
現
か
ら
明
ら
か
な
場
合
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
販
売
可
能
な
商
品

の
数
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
注
文
毎
に
減
る
場
合
に
は
、
商
品
が
電
子
的
な
方
法
で
提
示
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ

19る
。

ⅱ

草
案
に
対
す
る
評
価

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
七
条
二
項
に
よ
る
、「
料
金
表
及
び
価
格
表
等
の
送
信
又
は
公
表
が
、
特
に
電
子
的
な
方
法
に
よ
る
場
合
、
そ
れ
自

体
申
込
み
を
意
味
し
な
い
。」と
い
う
文
言
の
追
加
は
、
削
除
可
能
で
あ
る
と
さ
れ

20る
。
料
金
表
及
び
価
格
表
の
送
信
は
、
単
な
る
公
表
と
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比
べ
て
積
極
的
な
「
商
業
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
あ
る
が
、
現
行
規
定
に
よ
っ
て
も
、
自
宅
へ
の
価
格
の
表
示
を
伴
っ
た
商

品
カ
タ
ロ
グ
の
送
付
は
、
申
込
に
は
あ
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

理
由
書
に
よ
る
と
、「
公
表
、
特
に
電
子
的
方
法
で
の
」と
い
う
挿
入
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
な
さ
れ
る
広
告
手
段
も
含

ま
れ
る
。
し
か
し
、E

-m
a
il

に
よ
る
価
格
表
の
送
信
は
、
そ
も
そ
も
義
務
を
負
担
す
る
意
思
表
示
を
含
む
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
は
、

す
で
に
現
行
の
ス
イ
ス
債
務
法
七
条
二
項
の
規
定
か
ら
解
釈
さ
れ
う
る
と
さ
れ

21る
。
電
子
的
な
方
法
で
の
公
表
は
、
多
く
の
可
能
性
の
一

つ
で
あ
り
、
ス
イ
ス
債
務
法
七
条
二
項
は
従
来
の
状
況
に
委
ね
ら
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
七
条
三
項
は
、
価
格
の
表
示
を
伴
う
個
々
の
商
品
又
は
役
務
の
提
示
は
、
通
常
、
申
込
み
と
み
な
さ
れ
る
と
変
更

す
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、
原
則
の
例
外
が
存
在
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
商
品
又
は
役
務
の
提
示
は
申
込
み
と
な
る
。

価
格
の
表
示
を
伴
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
商
品
又
は
役
務
の
提
示
が
申
込
み
と
み
な
さ
れ
、
提
供
者
が
給
付
能
力
を
超
え
て
義
務
付

け
ら
れ
る
場
合
に
は
、
提
供
者
は
不
履
行
に
際
し
て
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
。
申
込
み
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
提
供
者
に
は
錯
誤

取
消
し
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
損
害
賠
償
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る（
ス
イ
ス
債
務
法
二
六

22条
）。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
の
公
開
は
、
無
制
限
の
名
宛
人
に
到
達
し
、
短
時
間
で
多
く
の
注
文
を
も
た
ら
し
う
る
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
が
申
込
み
と
な
る
場
合
、

誤
っ
た
価
格
表
示
は
大
き
な
損
失
を
伴
う
こ
と
に
な

23る
。

し
か
し
、
理
由
書
に
よ
る
と
、
た
と
え
ば
、
提
供
者
が
特
定
の
商
品
の
現
実
の
数
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
示
し
、
こ
の
数
量
が
常
に
自
動

的
に
更
新
さ
れ
る
場
合
に
は
、
提
供
者
の
申
込
み
が
存
在
す
る
こ
と
に
な

24る
。
こ
の
点
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
七
条
三
項
の
変
更
の
必
要

性
に
問
題
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
こ
の
規
定
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
申
込
み
が
一
般
的
に
申
込
み
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
を
も
た
ら
す
と
批

判
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
法
の
文
言
か
ら
制
限
的
な
基
準
を
読
み
取
り
得
な
い
か
ら
で
あ

25る
。

つ
ま
り
、
拘
束
力
の
あ
る
申
込
と
さ
れ
る
事
案
を
適
切
に
限
定
す
る
こ
と
は
、「
原
則
と
し
て
」と
い
う
規
定
を
通
じ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
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不
可
能
で
あ
る
。
例
外
は
、
日
常
生
活
の
些
細
な
取
引
に
該
当
し
な
い
あ
ら
ゆ
る
法
律
行
為
を
含
む
こ
と
に
な
り
、
契
約
の
多
く
が
排
除

さ
れ
て
し
ま
う
。

２

通
信
販
売

１
）
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ａ
条

ⅰ

改
正
点
と
理
由

ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
ａ
条
は
訪
問
販
売
と
通
信
販
売
に
関
し
て
共
通
の
適
用
領
域
を
規
定
す
る
。

一
項
は
、
現
行
法
が
訪
問
販
売
に
関
し
て
規
定
し
て
い
る
物
的
及
び
人
的
適
用
範
囲
を
、
通
信
販
売
に
拡
張
す
る
。
つ
ま
り
、
契
約
の

目
的
物
は
、
顧
客
の
個
人
利
用
又
は
家
族
利
用
の
た
め
に
契
約
が
締
結
さ
れ
、
相
手
方
に
よ
り
職
業
又
は
営
業
活
動
の
範
囲
で
申
込
ま
れ

た
動
産
又
は
役
務
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
項
は
一
般
的
な
適
用
範
囲
の
例
外
を
規
定
す
る
。

ａ
号
は
適
用
範
囲
に
関
し
て
、
現
行
法
の
よ
う
に
些
細
な
金
銭
的
価
値
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
契
約
を
排
除
す
る
。

ｂ
号
に
よ
り
、
現
行
法
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
保
険
契
約
の
例
外
が
、
訪
問
販
売
又
は
通
信
販
売
が
問
題
に
な
る
に
せ
よ
、
金
融

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
契
約
に
拡
張
さ
れ

26る
。

ｃ
号
は
適
用
領
域
か
ら
、
顧
客
の
綿
密
な
指
示
に
従
い
製
作
さ
れ
た
商
品
を
排
除
す
る
。
こ
の
場
合
、
顧
客
は
軽
率
な
決
断
を
す
る
と

い
う
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
顧
客
は
自
ら
が
購
入
を
希
望
す
る
商
品
を
綿
密
に
指
定
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
場
合
、
顧
客
の
撤
回
権
は
提
供
者
に
強
度
の
負
担
を
課
す
こ
と
に
な
る
。

同
じ
理
由
か
ら
、
ｄ
号
は
適
用
領
域
か
ら
、
明
確
に
顧
客
の
個
人
的
要
求
に
応
じ
て
手
を
加
え
ら
れ
た
役
務
を
除
外
す
る
。
こ
こ
で
は
、
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役
務
と
し
て
の
仕
事
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、
顧
客
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
指
示
さ
れ
た
仕
事
の
結
果
が
重
要
に
な
る
。
例
と
し
て
は
、

顧
客
の
綿
密
な
指
示
に
従
い
企
画
さ
れ
た
旅
行
等
で
あ
る
。

最
後
に
、
ｅ
号
は
適
用
領
域
か
ら
賭
事
及
び
富
く
じ
を
除
外
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
投
機
的
な
性
質
は
七
日
間
の
撤
回
期
間
と

は
結
び
つ
き
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
契
約
締
結
後
数
日
し
て
、
利
益
を
得
る
機
会
が
減
っ
た
と
考
え
る
者
は
、
契
約
を
撤
回

し
え
な
い
。

三
項
は
現
行
法
を
引
き
継
ぎ
、
通
貨
の
通
用
力
の
本
質
的
な
変
化
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
二
項
ａ
号
に
規
定
さ
れ
た
一
〇
〇
フ
ラ
ン
の

額
が
適
切
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
す

27る
。

ⅱ

草
案
に
対
す
る
評
価

草
案
は
、訪
問
販
売
と
通
信
販
売
と
い
う
二
つ
の
領
域
を
統
一
的
な
規
定
に
す
る
と
と
も
に
、そ
の
さ
い
に
通
信
販
売
の
特
殊
性
に
引
っ

張
ら
れ
た
規
定
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
二
つ
の
領
域
は
、
顧
客
の
保
護
必
要
性
が
異
な
る
原
因
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

通
信
販
売
の
場
合
に
は
、
情
報
の
偏
り
が
保
護
必
要
性
を
理
由
付
け
る
。
つ
ま
り
顧
客
は
商
品
及
び
商
品
の
性
質
を
契
約
締
結
前
に
自

身
で
目
に
す
る
こ
と
も
な
い
し
、
事
業
者
に
こ
の
点
に
つ
き
適
切
な
質
問
を
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
し
ば
し
ば
そ
の
上
、
契
約
の
相
手
方

及
び
契
約
条
件
に
関
す
る
情
報
の
獲
得
が
難
し
い
。
訪
問
販
売
と
そ
れ
に
類
似
し
た
取
引
の
場
合
に
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
危
険
は
無
思

慮
で
、
早
計
な
行
動
に
基
づ
く
又
は
営
業
所
外
で
の
契
約
交
渉
ゆ
え
に
精
神
的
圧
迫
の
下
で
行
動
す
る
契
約
締
結
と
い
う
点
に
あ
り
、
顧

客
は
、
自
ら
の
利
益
の
実
現
を
妨
げ
ら
れ
る
取
引
状
況
に
置
か
れ

28る
。
そ
の
結
果
、
訪
問
販
売
と
通
信
販
売
を
統
一
的
に
規
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
当
然
に
妥
当
性
の
欠
く
結
果
が
生
じ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
目
的
に
応
じ
た
特
別
規
定
が
両
契
約
類
型
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
点
、
ド
イ
ツ
民
法
の
改
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正
が
参
考
に
な
り
、
ド
イ
ツ
民
法
は
三
一
二
ａ
条
以
下
で
特
定
の
債
務
関
係
に
関
す
る
特
別
規
定
が
置
か
れ
、
消
費
者
契
約
に
際
し
て
解

除
権
、
返
却
権
、
撤
回
権
に
関
す
る
共
通
規
定
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
方
で
消
費
者
法
的
規
定
の
妥
当
性
を
欠
く
統
一
的
な

取
り
扱
い
が
回
避
さ
れ
、
他
方
で
個
別
的
な
規
定
で
は
あ
ま
り
に
複
雑
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
、
広
範
囲
の
保
護
規
定
が
あ
ら
ゆ
る
消
費
者

契
約
に
適
用
さ
れ
る
。

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ａ
条
は
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ａ
条
な
い
し
四
〇
ｈ
条
が
、「
提
供
者
が
動
産
又
は
役
務
給
付
を
職
業
又

は
営
業
活
動
の
範
囲
内
で
行
っ
た
場
合
に
は
、
顧
客
個
人
又
は
家
族
の
使
用
の
た
め
に
な
さ
れ
た
動
産
及
び
役
務
給
付
に
関
す
る
契
約
」

に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
つ
ま
り
、
ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
ａ
条
の
現
行
の
規
定
が
維
持
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
前
提
の

下
で
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｂ
及
び
四
〇
ｃ
条
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
規
定
と
し
て
の
訪
問
販
売
及
び
通
信
販
売
を
定
義
す
る
。

一
項
は
、
ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
ａ
条
一
項
の
「
動
産
及
び
役
務
給
付
」
と
い
う
規
定
を
引
き
継
ぎ
、
通
信
販
売
指
令
二
条
一
項
に
お
い

て
規
定
さ
れ
る
「
商
品
」
の
概
念
を
選
択
し
な
か
っ
た
。
後
者
に
は
、
特
に
テ
キ
ス
ト
、
画
像
及
び
音
声
デ
ー
タ
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
製

品
な
ら
び
に
そ
れ
が
商
品
化
さ
れ
た
物
が
含
ま
れ
る
が
、
草
案
で
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
適
用
範
囲
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
草
案
四
〇
ｆ
条
ｂ
号
が
規
定
す
る
よ
う
に
撤
回
権
を
（
狭
い
意
味
で
の
）
デ
ジ
タ
ル
製
品
の
場
合
に
排
除
す
る
こ
と
は
、
不

必
要
と
な
る
。

そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
注
文
者
し
た
顧
客
に
は
、
動
産
又
は
役
務
給
付
に
お
い
て
提
供
者
に
課
せ
ら
れ
る
情
報
提
供
義
務
を
通

じ
た
保
護
が
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な

29る
。
つ
ま
り
、
顧
客
が
デ
ー
タ
記
録
媒
体
に
保
存
し
た
音
楽
を
注
文
す
る
か
、
た
と
え
ば
ｍ
ｐ
３

と
し
て
直
接
、
提
供
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
じ
内
容
の
保
存
形
式
に

も
関
わ
ら
ず
、
一
方
で
は
包
括
的
な
情
報
が
与
え
ら
れ
、
他
方
で
は
単
に
一
般
規
定
が
適
用
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
と
自

宅
へ
の
送
付
の
区
別
は
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
七
条
三
項
に
お
い
て
は
意
味
を
持
っ
て
く
る
が
、
顧
客
の
情
報
獲
得
の
観
点
か
ら
は
正
当
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化
さ
れ
え
な

30い
。

さ
ら
に
、
草
案
は
四
〇
ｆ
条
ｂ
号
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
記
録
媒
体
に
保
存
さ
れ
て
い
る
か
否
か
の
区
別
と
は
異
な
り
、
顧
客
に
よ
っ
て

開
封
さ
れ
た
音
楽
及
び
映
像
記
録
媒
体
又
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
契
約
に
お
い
て
、
撤
回
権
を
排
除
し
て
い
る
。

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ａ
条
二
項
ａ
号
は
、
現
行
の
四
〇
ａ
条
一
項
ｂ
号
を
引
き
継
ぎ
、
顧
客
の
給
付
が
一
〇
〇
フ
ラ
ン
を
超
え
な

い
契
約
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
。
他
方
で
、
通
信
販
売
指
令
は
、
額
に
よ
っ
て
区
別
を
せ
ず
に
、
契
約
の
目
的
物
に
従
い
区
別
を
す

る
。
さ
ら
に
、
通
信
販
売
指
令
は
適
用
領
域
全
体
で
は
な
く
、
提
供
者
の
情
報
提
供
義
務
及
び
顧
客
の
撤
回
権
を
排
除
す
る
の
み
で
、
提

供
者
の
契
約
不
履
行
事
案
に
お
け
る
三
〇
日
間
の
消
費
者
の
解
除
権
（
指
令
七
条
二
項
）
は
行
使
可
能
な
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
点
、
契
約

内
容
の
重
要
性
に
従
い
区
別
す
る
こ
と
は
、
九
九
フ
ラ
ン
の
品
物
の
購
入
で
も
消
費
者
が
後
悔
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
適
切
な
解
決
で

あ
る
と
さ
れ

31る
。
さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
通
貨
統
一
に
直
面
し
て
、
ス
イ
ス
の
通
貨
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
意
味
が
な
い
点
も
指

摘
さ
れ

32る
。

草
案
が
、
通
信
販
売
指
令
三
条
二
項
二
ダ
ッ
シ
ュ（「
宿
泊
、
運
送
、
食
料
、
飲
料
並
び
に
余
暇
活
動
に
関
す
る
契
約
は
撤
回
さ
れ
え
ず
、

事
業
者
は
特
別
な
情
報
提
供
義
務
の
課
さ
れ
な
い
」）を
採
用
し
て
い
な
い
点
も
批
判
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
規
定
は
、
消
費
者
保
護

が
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｄ
条
に
よ
る
撤
回
権
お
よ
び
情
報
提
供
義
務
の
形
式
と
は
異
な
る
方
法
で
要
求
さ
れ
る
領
域
で
あ
り
、
こ
こ

で
は
列
示
規
定
（
食
料
及
び
飲
料
）、
価
格
の
透
明
性
等
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

通
信
販
売
指
令
に
お
い
て
は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
契
約
が
排
除
さ
れ
て
い
た
が
、
通
信
販
売
で
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
指

令
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
点
が
補
完
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
に
お
い
て
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
が
排
除
さ
れ
た

ま
ま
で
あ
る
点
も
問
題
が
あ
る
。

最
後
に
、
二
項
ｄ
号
で
は
、
明
確
に
顧
客
の
個
人
的
必
要
性
で
手
を
加
え
ら
れ
た
役
務
給
付
に
関
す
る
契
約
に
関
し
て
、
撤
回
権
が
排
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除
さ
れ
る
点
が
批
判
さ
れ

33る
。
つ
ま
り
、
物
の
受
領
と
異
な
り
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
は
現
行
ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
ｆ
条
の
よ
う
に
、
顧

客
が
撤
回
権
行
使
の
際
に
、
物
の
既
に
な
さ
れ
た
利
用
に
際
し
て
は
適
切
な
賃
料
を
、
又
は
役
務
に
際
し
て
は
提
供
者
の
費
用
及
び
使
用

料
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
、
通
信
販
売
指
令
は
、
個
人
的
必
要
性
で
手
を
加
え
ら
れ
た

役
務
給
付
の
提
供
契
約
に
関
し
て
、
撤
回
権
を
排
除
し
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
、
自
宅
で
高
価
な
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
押
し
付
け
ら
れ
た
顧
客
は
、
草
案
に
従
う
と
撤
回
権
を
も
は
や
行
使
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
に
も
な

34る
。
さ
ら
に
、
こ
の
場
合
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ａ
条
二
項
ｄ
文
の
適
用
が
な
い
と
し
て
も
、
撤
回
権
は

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｆ
条
ａ
文
に
よ
り
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
提
供
者
は
顧
客
に
、
そ
の
必
要
性
と
機
会
を
指
摘

し
て
、
撤
回
権
を
放
棄
さ
せ
、
即
座
に
仕
事
を
開
始
す
る
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｆ
条
ａ
文
は
、
訪
問
販
売
に

関
し
て
は
適
合
せ
ず
、
明
確
に
通
信
販
売
に
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ａ
条
二
項
ｄ
文
は
抹
消

さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。

２
）
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｂ
条

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｂ
条
は
、
訪
問
販
売
の
現
行
の
定
義
を
引
き
継
ぐ
。
現
行
の
ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
ｃ
条
に
規
定
さ
れ
る
二
つ

の
例
外
、
す
な
わ
ち
、
①
顧
客
が
契
約
交
渉
を
明
確
に
欲
し
た
場
合
、
②
顧
客
が
表
示
を
市
場
又
は
見
本
ス
タ
ン
ド
で
な
し
た
場
合
を
、

実
質
的
な
変
更
な
し
に
組
み
入
れ
る
。
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３
）
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｃ
条

ⅰ

改
正
点
と
理
由

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｃ
条
は
通
信
販
売
を
定
義
し
、
こ
の
定
義
は
Ｅ
Ｕ
指
令
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

通
信
販
売
の
特
徴
は
、
提
供
者
の
営
業
所
外
で
な
さ
れ
、
一
つ
又
は
複
数
の
遠
隔
地
通
信
手
段
の
利
用
が
前
提
と
さ
れ
る
契
約
締
結
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
通
信
販
売
は
、
訪
問
販
売
の
よ
う
に
提
供
者
の
営
業
所
外
で
締
結
さ
れ
た
契
約
に
属
す
る
。
し
か
し
、
訪
問
販
売
に
お

い
て
は
、
当
事
者
は
同
時
に
対
話
し
て
い
る
一
方
で
、
通
信
販
売
に
お
い
て
当
事
者
は
対
面
し
て
お
ら
ず
、
契
約
は
遠
隔
地
通
信
手
段
に

よ
っ
て
成
立
す
る
。

契
約
当
事
者
の
対
面
の
欠
如
が
、
定
義
の
第
一
の
要
素
で
あ
る
。
こ
の
限
定
は
、
当
事
者
が
対
話
を
可
能
に
す
る
遠
隔
地
通
信
手
段
を

利
用
し
た
場
合
、
ス
イ
ス
債
務
法
五

35条
の
意
味
で
の
隔
地
者
間
で
締
結
さ
れ
た
契
約
、
及
び
ス
イ
ス
債
務
法
四
条
二
項
の
意
味
で
の
対
話

者
間
で
締
結
さ
れ
た
契
約
も
含
ま
れ
る
。
ス
イ
ス
債
務
法
五
条
の
意
味
で
の
隔
地
者
間
契
約
へ
の
限
定
は
、
顧
客
の
保
護
必
要
性
が
存
在

す
る
事
案
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
り
、
多
く
の
遠
隔
地
通
信
手
段
と
結
合
す
る
普
及
し
て
い
る
販
売
シ
ス
テ
ム
が
考
慮
さ
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
た
め
で
あ
る
。
一
時
的
に
の
み
遠
隔
地
通
信
手
段
が
利
用
さ
れ
る
契
約
は
通
信
販
売
に
あ
た
ら
な
い
。

通
信
販
売
の
定
義
の
第
二
の
要
素
は
、一
つ
又
は
複
数
の
遠
隔
地
通
信
手
段
が
利
用
さ
れ
る
提
供
者
の
販
売
シ
ス
テ
ム
の
利
用
で
あ
る
。

利
用
さ
れ
る
遠
隔
地
通
信
技
術
の
種
類
は
重
要
で
な

36い
。

そ
れ
に
加
え
て
、
職
業
又
は
営
業
活
動
の
範
囲
で
行
動
す
る
提
供
者
が
、
販
売
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
要
件

に
よ
り
、
遠
隔
地
通
信
技
術
が
た
ま
た
ま
利
用
さ
れ
る
事
案
が
排
除
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
例
外
的
に
電
話
又
は
電
子
郵
便
に
よ
り
伝
達
さ

れ
た
注
文
を
受
領
す
る
者
は
、
こ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
。
提
供
者
は
、
動
産
又
は
役
務
の
通
信
販
売
を
可
能
に
す
る
イ
ン
フ
ラ
を
維

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
通
信
販
売
が
通
常
の
業
務
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
種
の
販
売
は
提
供
者
が
利
用
す
る
唯
一
の
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販
売
形
式
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
条
の
適
用
は
、
商
品
が
提
供
者
の
営
業
所
で
も
購
入
し
う
る
か
ら
と
い
っ
て
、
排
除
さ

れ
な
い
。

二
項
は
適
用
領
域
の
三
つ
の
例
外
を
規
定
す
る
。
訪
問
販
売
に
際
し
て
は
考
慮
さ
れ
な
い
要
件
が
問
題
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
通
信
販

売
契
約
に
関
し
て
の
み
規
定
さ
れ

37る
。

ⅱ

草
案
に
対
す
る
評
価

ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
ｃ
条
は
、
通
信
販
売
を
定
義
す
る
が
、
理
由
書
に
よ
る
と
こ
の
定
義
は
、
通
信
販
売
指
令
の
定
義
と
合
致
す

38る
。

し
か
し
な
が
ら
、
両
者
の
定
義
に
は
違
い
が
あ
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

指
令
は
、「
通
信
販
売
に
お
け
る
契
約
締
結
」と
い
う
表
現
を
使
う
一
方
で
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｃ
条
一
項
は
、「
契
約
の
際
に
」

と
い
う
文
言
に
な
っ
て
い
る
。
契
約
の
際
に
と
い
う
文
言
は
、
単
に
契
約
締
結
だ
け
で
は
な
く
、
契
約
の
履
行
も
含
み
、
通
信
販
売
契
約

と
し
て
、
給
付
が
遠
隔
地
通
信
手
段
を
使
っ
て
履
行
さ
れ
る
契
約
の
み
が
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
危
惧
さ
れ
て
い

39る
。
し
か
し
、

そ
こ
で
は
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
等
が
問
題
に
な
る
だ
け
で
あ
り
、草
案
四
〇
ａ
条
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
製
品
が
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

売
買
契
約
は
完
全
に
排
除
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
全
部
の
事
務
手
続
き
が
遠
隔
地
通
信
手
段
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
想
定
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
通
信
販
売
の
た
め
に
構
築
さ
れ
た
販
売
シ
ス
テ
ム
の
要
件
は
、
概
念
上
、
不
明
確
で
あ
る
点
が
指
摘
さ
れ

40る
。
通
常
、
契
約
を

営
業
所
で
締
結
し
て
い
る
が
、
た
ま
た
ま
電
話
、F

A
X

、E
-m
a
il

等
で
の
注
文
を
受
け
た
提
供
者
に
対
し
て
、
通
信
販
売
特
有
の
規
定
を

適
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
自
体
は
正
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
な
の
は
通
信
販
売
の
た
め
に
構
築
さ
れ
た
販
売
シ
ス
テ
ム
と
は
何
か
で

あ
り
、
そ
れ
は
顧
客
が
そ
の
客
観
的
な
存
在
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
通
信
販
売
指
令
二
項
一
ダ
ッ
シ
ュ
お
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よ
び
草
案
四
〇
ｃ
条
一
項
に
従
っ
た
場
合
に
、
こ
の
点
が
問
題
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
の
立
法
者
は
、
通
信
販
売
の
た
め
に

構
築
さ
れ
た
販
売
シ
ス
テ
ム
の
不
存
在
を
、
例
外
事
情
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
民
法
三
一
二
ａ

41条
に
お
い
て
提
供
者
に

証
明
責
任
を
課
し
て
い
る
と
の
批
判
が
あ

42る
。

４
）
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｄ
条

ⅰ

改
正
点
と
理
由

提
供
者
の
情
報
提
供
義
務
が
、
通
信
販
売
の
締
結
に
固
有
の
危
険
に
関
連
し
て
拡
張
さ
れ
る
。
顧
客
は
、
購
入
す
る
目
的
物
を
実
際
に

確
認
で
き
ず
、
提
供
者
と
の
直
接
的
な
接
触
を
持
た
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
顧
客
は
撤
回
権
の
行
使
に
関
し
て
本
質
的
な
情
報
を
与
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
信
販
売
指
令
四

43条
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
、
顧
客
の
決
断
に
限
定
的
な
影
響
を
有
す
る
の
み
の
情
報
、
又

は
そ
れ
な
し
に
は
契
約
が
成
立
し
え
な
い
本
質
的
要
素
に
関
わ
る
情
報
に
関
す
る
義
務
は
引
き
継
が
れ
て
い
な

44い
。

ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
ｅ
条
二
項
ａ
号
に
よ
る
と
、
情
報
提
供
の
時
期
は
確
定
し
て
い
な
い
が
、
顧
客
が
情
報
を
得
た
場
合
に
の
み
、
撤

回
期
間
が
経
過
し
始
め

45る
。

一
項
ａ
号
は
顧
客
に
、
誰
と
交
渉
し
、
ど
こ
で
提
供
者
と
連
絡
を
取
り
う
る
か
を
知
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
通
信
販
売
に
際
し
て
、

連
絡
は
匿
名
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
連
絡
は
イ
ヤ
フ
ォ
ン
と
マ
イ
ク
、
テ
レ
ビ
、
Ｐ
Ｃ
の
画
面
又
は
他
の
手
段
を
使
っ
て
な
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
住
所
と
し
て
、
郵
便
の
住
所
、
電
子
的
な
住
所
又
は
両
方
が
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
顧
客
が
、
追
加
情
報
を
要
求
す

る
、
苦
情
を
伝
え
る
又
は
撤
回
を
表
示
す
る
た
め
に
実
際
に
問
い
合
わ
せ
う
る
連
絡
場
所
を
顧
客
が
有
し
て
い
れ
ば
十
分
で
あ
る
。

ｂ
号
は
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
で
の
価
格
の
説
明
を
要
求
す
る
。
こ
れ
は
、
特
に
、
価
格
を
外
国
の
通
貨
で
示
す
外
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

イ
ト
に
関
わ
っ
て
く
る
。
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ｃ
号
は
商
品
又
は
役
務
の
価
格
に
付
加
し
、
価
格
を
著
し
く
高
く
す
る
可
能
性
が
あ
る
あ
ら
ゆ
る
料
金
と
費
用
を
含
む
。
た
と
え
ば
、

商
品
が
外
国
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
場
合
の
関
税
、
顧
客
の
負
担
と
な
る
送
料
が
問
題
と
な
る
。

ｄ
号
は
、
い
つ
商
品
が
顧
客
に
引
き
渡
さ
れ
る
か
又
は
役
務
が
提
供
さ
れ
る
か
を
顧
客
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
通
信
販
売

に
際
し
て
は
、
引
渡
期
間
は
か
な
り
異
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
顧
客
は
、
契
約
を
撤
回
す
る
か
否
か
を
決
定
し
う
る
期
間
を

知
ら
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
情
報
は
顧
客
に
、
ｃ
号
に
従
い
顧
客
に
通
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
引
渡
費
用
が

適
切
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

ｅ
号
は
、
現
行
法
に
お
い
て
訪
問
販
売
に
関
し
て
す
で
に
規
定
さ
れ
て
い
る
撤
回
権
と
撤
回
権
の
行
使
に
関
す
る
情
報
提
供
義
務
を
通

信
販
売
に
拡
張
す
る
。

二
項
は
現
行
法
を
引
き
継
ぎ
、
電
子
商
取
引
の
需
要
に
現
行
法
を
適
合
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
提
供
者
は
書
面
、
つ
ま
り
紙
で
情
報
提
供

す
る
義
務
は
な
く
、
提
供
者
は
電
子
的
な
方
法
で
も
義
務
を
果
た
し
う
る
。
電
子
的
な
情
報
提
供
は
、
デ
ー
タ
記
録
媒
体
（C

D
-R
O
M

、

デ
ィ
ス
ク
）
又
は
そ
の
よ
う
な
媒
体
な
し
で
（E

-m
a
il

）
な
し
う
る
。

三
項
は
契
約
の
同
一
性
と
情
報
の
日
付
記
入
に
関
す
る
現
行
法
を
引
き
継
ぎ
、
通
信
販
売
に
も
拡
張
し
て
い

46る
。

ⅱ

草
案
に
対
す
る
評
価

①

総
論

通
信
販
売
指
令
は
提
供
者
の
広
範
囲
の
情
報
提
供
義
務
を
規
定
し
、
通
信
販
売
に
よ
っ
て
発
生
す
る
不
利
益
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す

る
が
、
情
報
提
供
の
段
階
を
二
つ
に
分
け
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
第
一
段
階
で
は
、
提
供
者
は
契
約
締
結
前
に
契
約
の
要
素
お
よ
び

顧
客
の
意
思
形
成
に
典
型
的
に
重
要
で
あ
る
そ
の
他
の
事
情
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
通
信
販
売
指
令
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四
条
）。
第
二
段
階
で
は
、
契
約
締
結
後
に
こ
れ
ら
の
情
報
の
最
も
重
要
な
も
の
が
確
認
さ
れ
、
他
の
契
約
の
実
行
に
不
可
欠
な
情
報
が
提

供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
通
信
販
売
指
令
五

47条
）。
そ
し
て
、
撤
回
権
、
住
所
、
保
証
条
件
及
び
解
約
条
件
等
の
重
要
な
情
報
は
、
書

面
又
は
デ
ー
タ
記
録
媒
体
に
よ
っ
て
、
遅
く
と
も
商
品
又
は
役
務
の
提
供
の
時
点
ま
で
に
確
認
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
情
報
提
供
の

有
無
は
、
七
日
間
の
撤
回
期
間
が
経
過
す
る
た
め
の
要
件
と
さ
れ
て
い
る
（
通
信
販
売
指
令
六
条
一

48項
）。

草
案
は
、
指
令
が
列
挙
す
る
項
目
の
う
ち
い
く
つ
か
を
抜
粋
し
て
規
定
す
る
。

理
由
書
に
従
え
ば
、
情
報
提
供
義
務
の
内
容
は
、
撤
回
権
の
行
使
の
た
め
の
情
報
に
限
定
さ
れ

49る
。
そ
れ
ゆ
え
、
撤
回
権
の
決
断
及
び

行
使
に
関
し
て
本
質
的
な
情
報
の
み
が
交
付
さ
れ
れ
ば
よ
い
。
つ
ま
り
、
草
案
四
〇
ｄ
条
に
従
え
ば
、
提
供
者
は
顧
客
に
自
ら
の
氏
名
、

住
所
、
価
格
、
追
加
料
金
の
上
限
、
費
用
、
引
渡
期
間
、
撤
回
権
及
び
そ
の
行
使
方
法
に
関
し
て
情
報
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

他
方
で
、
商
品
又
は
役
務
提
供
の
本
質
的
性
質
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
、
有
効
な
保
証
規
定
、
期
限
の
定
め
の
な
い
契
約
、
継
続
的
契
約
及

び
連
続
的
引
渡
契
約
の
際
の
解
約
条
件
に
関
す
る
説
明
は
、
通
信
販
売
指
令
と
は
異
な
り
提
供
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
結
果
、
こ
れ

ら
の
説
明
の
欠
如
は
撤
回
期
間
に
影
響
を
与
え
な
い（
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｅ
条
二
項
ａ
文
）。
こ
の
点
、
商
品
又
は
役
務
給
付
の
本

質
的
性
質
に
関
す
る
説
明
が
要
求
さ
れ
て
い
な
い
点
は
、
不
十
分
な
規
定
で
あ
る
と
評
価
さ
れ

50る
。
つ
ま
り
、
撤
回
期
間
が
こ
れ
ら
の
情

報
に
関
す
る
顧
客
の
認
識
と
は
無
関
係
に
経
過
し
始
め
る
（
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｅ
条
二
項
ｂ
号
）
点
に
問
題
が
あ
る
。
契
約
目
的

物
の
性
質
に
関
し
て
は
、
提
供
者
に
よ
っ
て
任
意
に
な
さ
れ
る
説
明
が
、
し
ば
し
ば
不
正
確
で
あ
る
た
め
、
顧
客
は
情
報
提
供
を
受
け
る

必
要
性
が
よ
り
強
い
。

し
か
も
そ
の
上
、
草
案
に
お
い
て
は
契
約
目
的
物
の
本
質
的
な
属
性
に
関
す
る
情
報
提
供
義
務
が
、
通
信
販
売
指
令
に
お
け
る
よ
り
も

よ
り
重
要
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
撤
回
期
間
の
開
始
が
契
約
の
目
的
物
の
到
着
時
点
で
は
な
く
、
契
約
締
結
時
に
結
び
付
け
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
顧
客
は
撤
回
権
を
契
約
目
的
物
の
詳
細
な
認
識
を
有
す
る
こ
と
な
く
、
期
間
遵
守
の
た
め
に
目
的
物
の
確
認
を
せ
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ず
に
撤
回
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
し
ま

51う
。
そ
の
結
果
、
契
約
目
的
物
を
確
認
す
る
可
能
性
を
完
全
に
失
っ
て

し
ま
い
、
規
制
は
意
味
が
な
く
な

52る
。

な
お
、
提
供
者
に
よ
る
情
報
提
供
義
務
違
反
は
、
契
約
の
効
力
又
は
拘
束
力
を
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
く
、
撤
回
に
関
す
る
期
間
経
過

を
中
断
す
る
。
履
行
さ
れ
た
双
方
の
履
行
も
、
顧
客
か
ら
撤
回
可
能
性
を
奪
わ
な
い
。
提
供
者
は
、
も
ち
ろ
ん
遅
れ
た
又
は
履
行
さ
れ
て

い
な
い
撤
回
教
示
を
遅
れ
て
な
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
事
後
的
な
期
間
経
過
が
開
始
す

53る
。

②

各
論

ａ

提
供
者
の
氏
名
及
び
住
所

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｄ
条
一
項
ａ
号
に
よ
る
と
、
提
供
者
は
自
ら
の
氏
名
及
び
住
所
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
住
所
と
し
て
、

郵
便
住
所
及
び
電
子
的
ア
ド
レ
ス
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
の
住
所
が
告
げ
ら
れ
る
だ
け
で
も
十
分
で
あ

54る
。E

-m
a
il

ア
ド
レ
ス
に
よ

り
、
提
供
者
と
連
絡
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
住
所
と
し
てE

-m
a
il

ア
ド
レ
ス
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、E

-

m
a
il

ア
ド
レ
ス
は
個
人
の
同
一
性
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
提
供
者
に
よ
っ
て
郵
便
住
所
も
告
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ

55る
。

ｂ

動
産
又
は
役
務
の
価
格

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｄ
条
一
項
ｂ
号
は
、
動
産
又
は
役
務
給
付
の
価
格
を
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
で
告
げ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
通
信
販

売
指
令
四
条
一
項
お
よ
び
電
子
商
取
引
指
令
五
条
二
項
に
お
い
て
も
、
商
品
又
は
役
務
の
価
格
が
告
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
指
令
は
ど
の
通
貨
で
価
格
が
告
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
ま
で
は
規
定
し
て
い
な
い
。
外
国
の
提

供
者
に
と
っ
て
は
、
価
格
を
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
で
も
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
面
倒
で
あ
る
し
、
海
外
の
提
供
者
の
多
く
は
、
ス
イ
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ス
法
に
適
用
さ
れ
る
こ
の
規
範
に
抵
触
し
て
し
ま
う
点
が
危
惧
さ
れ
て
い

56る
。

ｃ

手
数
料
及
び
費
用

引
渡
費
用
を
告
げ
る
こ
と
は
、
通
信
販
売
指
令
四
条
一
項
で
も
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｄ
条
一
項
ｃ
号
に
よ

る
と
、
提
供
者
は
消
費
者
に
発
生
す
る
手
数
料
及
び
費
用
の
上
限
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

こ
の
点
、
外
国
の
提
供
者
は
発
生
す
る
通
関
手
数
料
に
関
し
て
十
分
に
チ
ェ
ッ
ク
し
な
い
点
が
指
摘
さ
れ
る

57が
、
多
数
の
業
務
行
為
を

企
図
す
る
提
供
者
に
と
っ
て
、
発
生
す
る
費
用
の
確
定
は
、
一
度
の
注
文
を
海
外
の
提
供
者
に
な
す
消
費
者
に
と
っ
て
よ
り
も
、
容
易
で

あ
る
と
の
指
摘
が
あ

58る
。

な
お
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
七
四
条
二
項
四
号
に
よ
る
と
、
通
信
販
売
契
約
の
際
に
提
供
者
の
義
務
は
顧
客
の
居
住
地
で
履
行
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
提
供
者
は
い
ず
れ
に
し
て
も
す
べ
て
の
輸
送
費
お
よ
び
手
数
料
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
）
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｅ
条

ⅰ

改
正
点
と
理
由

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｅ
条
は
、
現
行
法
の
本
質
的
部
分
を
引
き
継
ぎ
、
通
信
販
売
に
拡
張
す
る
。
撤
回
権
の
付
与
は
、
顧
客
の
軽

率
な
決
定
と
い
う
危
険
か
ら
顧
客
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
。
通
信
販
売
は
、
訪
問
販
売
の
よ
う
に
こ
の
危
険
と
確
実
に
結
び
付
く
わ
け

で
は
な
い
が
、
通
信
販
売
は
、
顧
客
が
軽
率
な
決
定
を
す
る
危
険
が
あ
る
状
況
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
顧
客
は
遠
隔
地
通
信
手
段
を
利
用
し

て
自
宅
で
直
接
連
絡
を
受
け
る
。
そ
し
て
、
契
約
目
的
物
を
確
認
す
る
可
能
性
を
有
し
て
お
ら
ず
、
提
供
者
と
の
対
面
な
し
に
契
約
締
結

に
至
る
。
他
方
で
、
遠
隔
地
通
信
手
段
が
契
約
締
結
ま
で
の
手
続
き
を
著
し
く
早
め
、
契
約
上
の
義
務
の
引
き
受
け
は
非
常
に
容
易
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
マ
ウ
ス
ク
リ
ッ
ク
に
よ
り
、
契
約
は
数
秒
で
締
結
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
消
費
者
に
引
き
受
け
た
義
務
を
熟
考
し
、
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場
合
に
よ
っ
て
は
契
約
を
撤
回
し
う
る
期
間
を
認
め
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
。

一
項
は
撤
回
権
の
原
則
を
規
定
し
、
現
行
法
を
引
き
継
ぐ
。
つ
ま
り
、
期
間
は
七
日
間
で
あ
る
。
撤
回
の
通
知
は
、
電
子
的
方
法
で
も

す
る
こ
と
が
で
き

59る
。

二
項
も
現
行
法
を
引
き
継
ぎ
、
撤
回
期
間
が
経
過
し
始
め
る
時
点
を
規
定
す
る
。
顧
客
に
よ
る
申
込
み
又
は
承
諾
、
及
び
提
供
者
に
よ

る
情
報
提
供
義
務
の
遵
守
が
期
間
経
過
の
要
件
で
あ
る
。
た
だ
し
、
提
案
さ
れ
る
解
決
は
、
通
信
販
売
指
令
の
解
決
と
は
異
な
る
。
通
信

販
売
指
令
六
条
に
従
う
と
、
撤
回
期
間
は
商
品
に
関
す
る
契
約
で
は
、
顧
客
が
提
供
者
の
営
業
所
を
訪
れ
た
場
合
の
よ
う
に
、
顧
客
が
商

品
を
見
る
可
能
性
を
有
す
る
履
行
の
時
点
で
開
始
す
る
。
こ
の
解
決
は
、
試
着
又
は
試
用
の
必
要
の
あ
る
商
品
（
衣
服
、
テ
レ
ビ
等
）
の

際
に
は
正
当
化
さ
れ
う
る
。
し
か
し
、
商
品
に
関
す
る
全
て
の
契
約
で
の
こ
の
解
決
の
一
般
化
は
、
目
的
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、

顧
客
は
規
格
化
さ
れ
た
消
費
物
品
に
お
い
て
購
入
し
た
商
品
の
性
質
を
、
消
費
物
品
を
実
際
に
確
認
す
る
こ
と
な
し
に
想
像
し
う
る
。
次

に
、
顧
客
は
、
商
品
が
契
約
上
約
束
さ
れ
た
も
の
に
適
合
し
な
い
場
合
、
契
約
の
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
適
合
し
な
い
契
約
の

履
行
に
基
づ
く
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
、
瑕
疵
の
存
在
を
前
提
に
す
る
こ
と
も
で
き

60る
。

三
項
は
立
証
責
任
を
規
定
す
る
。
前
段
は
ス
イ
ス
民
法
の
一
般
原
則
を
撤
回
権
に
適
用
す
る
。
つ
ま
り
、
契
約
の
撤
回
を
主
張
す
る
顧

客
が
撤
回
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
段
は
、
現
行
法
を
引
き
継
ぎ
、
提
供
者
が
顧
客
に
明
確
な
情
報
を
提
供
し
、
顧
客
に
よ
る

情
報
の
受
領
の
証
拠
を
補
完
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
提
供
者
が
今
後
情
報
を
書
面
で
は
な
く
、
電
子
的
な

方
法
で
も
通
知
し
う
る
だ
け
に
、
ま
す
ま
す
正
当
化
さ
れ

61る
。

四
項
も
現
行
法
を
引
き
継
ぎ
、
顧
客
に
契
約
を
電
子
的
な
通
信
手
段
の
利
用
の
も
と
撤
回
す
る
可
能
性
を
与
え
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て

顧
客
に
立
証
を
義
務
付
け

62る
。
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ⅱ

草
案
に
対
す
る
評
価

通
信
販
売
指
令
は
、
六
条
一
項
に
よ
っ
て
、
顧
客
に
原
則
と
し
て
通
信
販
売
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
契
約
に
関
し
て
、
最
低
限
七
日
の

期
間
内
に
理
由
の
説
明
お
よ
び
違
約
金
の
支
払
な
し
に
撤
回
す
る
権
利
を
与
え
て
い
る
。
顧
客
は
遠
隔
地
通
信
手
段
を
利
用
し
た
説
明
を

信
頼
せ
ざ
る
を
え
な
い
一
方
で
、
契
約
の
締
結
前
に
商
品
を
目
に
す
る
、
又
は
役
務
の
属
性
を
詳
細
に
知
る
可
能
性
を
有
し
な
い
こ
と
が
、

そ
の
理
由
で
あ
る
。
そ
し
て
、
顧
客
の
実
質
的
な
判
断
を
保
証
す
る
た
め
、
撤
回
期
間
は
、
商
品
の
場
合
に
は
顧
客
へ
の
到
達
の
日
に
初

め
て
開
始
す
る
。
一
方
で
、
六
条
一
項
二
ダ
ッ
シ
ュ
に
よ
り
、
役
務
給
付
の
場
合
に
は
給
付
の
目
的
物
が
通
常
は
ま
だ
仕
上
げ
ら
れ
た
物

で
は
な
い
た
め
、
契
約
締
結
時
か
ら
開
始
す
る
。

草
案
は
撤
回
期
間
開
始
を
通
信
販
売
指
令
と
は
異
な
る
二
つ
の
要
件
と
結
び
つ
け
る
。
通
信
販
売
指
令
六
条
一
項
に
対
応
し
て
、
ス
イ

ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｅ
条
二
項
ｂ
号
は
、
一
方
で
、
撤
回
期
間
は
提
供
者
が
顧
客
に
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｄ
条
に
よ
る
情
報
を
説
明

し
て
初
め
て
経
過
す
る
と
規
定
す
る
。

他
方
で
、
草
案
は
、
以
下
の
点
で
通
信
販
売
指
令
と
は
異
な
る
、
す
な
わ
ち
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｅ
条
二
項
ａ
号
が
現
行
の
ス

イ
ス
債
務
法
四
〇
ｅ
条
と
同
じ
よ
う
に
七
日
の
期
間
は
、
顧
客
が
契
約
を
申
込
む
又
は
承
諾
し
た
時
か
ら
開
始
す
る
点
で
あ
る
。
通
信
販

売
指
令
六
条
一
項
は
、
商
品
の
引
渡
に
関
し
て
は
、
撤
回
期
間
は
顧
客
に
商
品
が
到
達
し
て
初
め
て
経
過
し
始
め
る
と
規
定
す
る
。

理
由
書
は
期
間
開
始
に
関
し
て
通
信
販
売
指
令
と
の
相
違
を
意
識
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
で
、
顧
客
は
規
格
化
さ
れ
た
消

費
物
品
に
つ
い
て
は
、
購
入
し
た
商
品
の
性
質
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
有
し
て
い
る
点
を
挙
げ

63る
。
他
方
で
、
欠
陥
は
な
い
が
顧
客
の
要

求
に
は
不
十
分
で
あ
る
商
品
の
問
題
性
は
、
現
行
法
で
処
理
可
能
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
採
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
顧
客
が
採
り
う
る

可
能
性
は
、
一
つ
は
適
切
な
契
約
の
履
行
を
主
張
し
続
け
る
こ
と
、
つ
ま
り
不
適
切
な
契
約
履
行
か
ら
生
じ
る
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
を

主
張
し
続
け
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
も
ち
ろ
ん
適
切
な
契
約
履
行
の
言
及
さ
れ
る
主
張
も
含
ま
れ
る
、
も
う
一
つ
は
、
瑕
疵
担
保
責
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任
の
追
及
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
カ
タ
ロ
グ
販
売
の
さ
い
に
は
、
当
事
者
は
顧
客
の
商
品
返
却
権
を
合
意
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
と
も

述
べ

64る
。

し
か
し
な
が
ら
、
理
由
書
自
体
が
、
提
供
者
は
契
約
上
の
義
務
を
常
に
撤
回
期
間
経
過
後
に
履
行
す
る
結
果
と
な
る
可
能
性
を
明
確
に

述
べ
て
い

65る
。
つ
ま
り
、
提
供
者
は
顧
客
が
撤
回
権
を
行
使
す
る
商
品
を
撤
回
期
間
の
経
過
ま
で
送
付
を
待
ち
、
情
報
提
供
義
務
は
折
り

返
しE

-m
a
il

で
履
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
顧
客
の
撤
回
権
行
使
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
提
供
者
が
七

日
の
期
間
の
後
の
引
渡
で
も
っ
て
、
顧
客
の
撤
回
権
を
奪
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
通
信
販
売
指
令
の
規
定
が
選
択
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
り
動
産
の
場
合
の
撤
回
期
間
は
、
そ
の
受
領
で
も
っ
て
初
め
て
開
始

66し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
役
務
の
場
合
は
契
約
締
結
の

時
点
を
前
提
と
す
る
こ
と
に
な

67る
。

さ
ら
に
、
通
信
販
売
指
令
及
び
各
国
の
国
内
法
化
法
と
比
べ
る
と
、
提
供
者
に
よ
る
情
報
の
不
提
供
の
際
に
も
、
一
定
の
期
間
経
過
後

（
三
ヶ
月
又
は
四
ヶ
月
）に
は
、
撤
回
権
の
行
使
を
否
定
す
る
規
定
が
欠
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
顧
客
は
撤
回
権
を
数
ヶ
月
後
又
は
数
年
後

に
も
行
使
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｇ
条
二
項
に
よ
る
と
、
顧
客
は
提
供
者
に
物
の
利
用
に
関
す
る
適

切
な
賃
料
を
負
っ
て
い
る
た
め
、
賃
料
は
数
ヶ
月
後
に
は
増
加
し
、
そ
の
結
果
、
そ
の
時
点
で
撤
回
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
、
顧
客
に
と
っ

て
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
く
な
る
。
し
か
し
、
法
的
安
定
性
の
理
由
か
ら
、
撤
回
権
の
明
確
な
時
間
的
制
限
も
必
要
で
あ

68る
。

６
）
ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
ｆ
条

ｉ

改
正
点
と
理
由

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｆ
条
は
、
撤
回
権
の
具
体
的
な
行
使
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
に
、
撤
回
権
を
排
除
す
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、

撤
回
権
に
関
す
る
情
報
提
供
義
務
も
存
在
し
な
い
。
本
条
は
、
通
信
販
売
に
も
訪
問
販
売
に
も
適
用
さ
れ
る
。
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ａ
号
は
、
撤
回
期
間
経
過
前
に
提
供
さ
れ
る
役
務
に
関
す
る
契
約
に
お
い
て
撤
回
権
を
排
除
す
る
。
役
務
を
望
む
顧
客
は
、
期
間
経
過

前
に
も
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
顧
客
は
撤
回
権
が
存
在
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
知
ら
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
も
に
、
撤
回
権
を
明
確
に
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
定
の
役
務
は
、
そ
の
性
質
か
ら
、
顧
客
の
明
確
な
放

棄
が
な
い
と
し
て
も
、
撤
回
期
間
経
過
前
に
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
遠
隔
地
通
信
手
段
の
利
用
が
明
確
に
即
座
の
契
約

履
行
を
目
的
と
す
る
場
合
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
、
直
接
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
供
さ
れ
る
役
務
、
電
話
案
内
に
当
て
は

ま
る
。
緊
急
に
給
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
又
は
一
定
の
時
期
に
給
付
さ
れ
な
け
れ
ば
全
く
意
味
を
失
っ
て
し
ま
う
役
務
も
考
慮
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
医
師
又
は
救
急
車
の
要
請
）。

ｂ
号
は
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
複
製
可
能
な
商
品
に
つ
き
撤
回
権
を
排
除
す
る
。
顧
客
が
商
品
を
封
を
し
た
ま
ま
保
管
し
、
顧
客
が
複

製
を
し
た
可
能
性
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
、
顧
客
は
撤
回
権
を
有
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
記
録
媒
体
も
し
く

は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
、
物
質
的
な
デ
ー
タ
記
録
媒
体
で
は
な
く
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
場
合
に
も
適
用
さ
れ
、
こ
れ
ら
の

場
合
で
も
撤
回
権
は
排
除
さ
れ

69る
。

ⅱ

草
案
に
対
す
る
評
価

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｆ
条
は
、
二
つ
を
例
外
と
す
る
が
、
撤
回
権
に
関
す
る
例
外
で
あ
っ
て
、
情
報
提
供
義
務
に
関
し
て
は
適
用

さ
れ
な
い
。
ａ
号
に
よ
る
と
、
顧
客
に
撤
回
期
間
経
過
前
に
撤
回
権
の
明
確
な
放
棄
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
、
又
は
期
間
経
過
前
に
提
供
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
務
に
際
し
て
は
、
撤
回
権
が
与
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
撤
回
権
を
撤
回
期
間
経
過
前
に
提
供
さ
れ
た
役
務
の

際
に
は
、
撤
回
権
が
排
除
さ
れ
る
。
即
座
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
撤
回
期
間
経
過
後
に
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
給
付
に
際
し
て

は
、
顧
客
に
撤
回
権
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
状
況
は
、
一
方
で
は
既
に
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｇ
条
三
項
に
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よ
り
カ
バ
ー
さ
れ
、
顧
客
は
撤
回
権
行
使
の
さ
い
に
提
供
者
に
費
用
と
使
用
料
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
提
供
者
が
す
で
に
完
全
に

提
供
を
し
た
場
合
、
顧
客
は
提
供
者
に
賠
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
以
上
、
ａ
号
は
不
要
と
な

70る
。

通
信
販
売
指
令
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
製
品
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
明
確
で
は
な
い
一
方
で
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｆ
条
ｂ
号

は
、
顧
客
が
複
製
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
商
品
の
際
に
は
撤
回
権
を
排
除
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
、
そ
も
そ
も
、
デ
ジ
タ
ル
製
品
は
ス
イ
ス

債
務
法
草
案
四
〇
ａ
条
以
下
の
適
用
範
囲
か
に
該
当
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ

71る
。

７
）
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｇ
条

ⅰ

改
正
点
と
理
由

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｇ
条
は
撤
回
権
行
使
の
効
果
を
規
定
す
る
。
現
行
法
が
引
き
継
が
れ
、
通
信
販
売
に
も
拡
張
さ
れ
る
。

五
項
は
通
信
販
売
に
関
し
て
特
別
な
規
律
を
規
定
す
る
。
撤
回
期
間
経
過
前
に
提
供
が
な
さ
れ
た
場
合
、
顧
客
は
商
品
の
返
送
に
関
す

る
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
解
決
は
、
履
行
が
撤
回
期
間
の
経
過
前
に
た
い
て
い
は
顧
客
の
希
望
に
よ
り
履
行
が
な
さ

れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
撤
回
さ
れ
る
契
約
に
つ
き
返
送
費
用
ま
で
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
提
供
者
の
不
利
益
を
考
慮
す
る
も
の

で
あ

72る
。

ⅱ

草
案
に
対
す
る
評
価

申
込
み
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
撤
回
権
が
行
使
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
申
込
み
の
拘
束
力
が
解
消
さ
れ
る
。
原
則
と
し
て
、
撤
回
は

両
当
事
者
に
受
領
し
た
給
付
の
返
還
を
義
務
付
け
、
契
約
は
将
来
に
向
か
っ
て
解
消
さ
れ
、
巻
戻
し
に
よ
り
事
後
的
に
無
効
に
な
り
、
不

当
利
得
法
が
補
完
的
に
適
用
さ
れ

73る
。
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ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｇ
条
一
項
に
従
う
と
、
顧
客
は
、
撤
回
後
に
保
持
し
て
い
た
給
付
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
利
用

に
よ
り
撤
回
権
は
排
除
さ
れ
ず
、
そ
れ
に
基
づ
く
巻
戻
し
も
排
除
さ
れ
な
い
。
顧
客
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
た
対
価
は
、
裁
判
官
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
る
通
常
の
賃
料
に
従
う
が
、
純
粋
な
利
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
価
値
減
少
は
、
通
常
考
慮
さ
れ
な

74い
。
し
か
し
な
が
ら
、
提
供
者

が
な
し
た
説
明
は
、
顧
客
の
善
意
を
否
定
す
る
。
こ
の
結
果
、
顧
客
が
返
還
を
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
や
い
な
や
、
顧
客
の
利

得
へ
の
返
還
義
務
の
制
限
が
考
慮
さ
れ
な
く
な
る
。

ま
た
、
役
務
の
提
供
の
際
に
は
、
提
供
者
に
は
ス
イ
ス
債
務
法
四
〇
二
条
に
従
っ
た
費
用
及
び
利
用
料
の
請
求
が
認
め
ら
れ
る
。
請
求

が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
従
業
員
の
給
与
、
材
料
費
等
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
、
賠
償
可
能
な
費
目
は
、
通
常
の
報
酬
に
従
い
計
算
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
既
に
役
務
の
提
供
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
撤
回
権
行
使
は
経
済
的
に
魅
力
の
な
い
も
の
と
な
る
と
さ
れ

75る
。

草
案
は
、
通
信
販
売
に
関
し
て
の
み
、
顧
客
は
返
送
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
こ
の
点
は
、
通
信
販
売
指
令
に
適

合
す
る
が
、
適
切
な
賃
料
、
委
任
に
し
た
が
っ
た
使
用
料
及
び
費
用
の
支
払
義
務
は
、
通
信
販
売
指
令
と
比
べ
て
消
費
者
を
著
し
く
不
利

な
地
位
に
お
く
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
支
払
義
務
は
、
消
費
者
の
撤
回
権
行
使
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
指
令
が
ま
さ
に
回
避
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
注
文
し
た
商
品
を
既
に
利
用
し
た
顧
客
は
、
返
送
費
用
及
び
賃
料
に
直
面
し
て
、
再
度
、
契
約
締
結
を
実
際
に
撤
回
す
る
か
否
か

を
熟
考
す
る
こ
と
と
な

76り
、
特
に
、
こ
の
こ
と
は
延
長
さ
れ
た
期
間
の
際
に
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

８
）
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｈ
条

ｉ

改
正
点
と
理
由

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｈ
条
は
、
第
三
者
が
商
品
又
は
役
務
の
支
払
い
に
融
資
を
し
た
事
案
を
規
定
す
る
。
こ
の
場
合
、
受
領
し
た
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額
の
返
済
を
受
け
る
た
め
に
、
第
三
者
が
提
供
者
に
よ
る
撤
回
の
事
実
の
表
示
を
要
求
す
る
と
、
提
供
者
が
撤
回
を
否
定
す
る
場
合
に
は
、

撤
回
権
の
行
使
は
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
一
方
で
顧
客
に
撤
回
権
を
妨
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
行
使
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
他

方
で
当
事
者
が
適
切
な
支
払
い
方
法
の
合
意
を
当
事
者
に
委
ね
う
る
柔
軟
な
解
決
を
見
つ
け
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｈ
条
に
従
う
と
、
契
約
を
撤
回
し
た
顧
客
は
、
す
で
に
支
払
っ
た
額
の
返
還
を
要
求
す
る
、
又
は
未
だ
支
払

い
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
口
座
の
借
方
に
記
入
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
契
約
を
撤
回
し
た
こ
と
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
撤
回
を
知
っ
た
第
三
者
は
、
顧
客
の
口
座
に
借
方
記
入
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
又
は
す
で
に
な
さ
れ
た
借
方
記
入
を
元
に
戻
す
、
場

合
に
よ
っ
て
は
金
銭
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

77い
。

ⅱ

草
案
に
対
す
る
評
価

草
案
は
、
顧
客
は
撤
回
を
商
品
又
は
役
務
提
供
の
支
払
い
に
融
資
を
し
た
、
つ
ま
り
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
及
び
顧
客
カ
ー
ド
の
発
行
者

に
対
し
て
第
三
者
に
対
し
て
行
使
し
う
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
顧
客
は
直
接
に
第
三
者
を
相
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
第
三
者
に
な
さ
れ

た
撤
回
を
通
知
し
う
る
。

こ
の
規
定
に
対
し
て
は
、
本
条
が
白
地
規
定
で
あ
り
、
提
供
者
と
第
三
者
の
間
に
、
消
費
者
信
用
の
よ
う
に
協
定（A

b
m
a
ch
u
n
g

）（
消

費
者
信
用
法
二
一
条
一
項
ａ

78文
）
も
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
点
が
批
判
さ
れ

79る
。
つ
ま
り
、
草
案
の
意
味
で
の
第
三
者
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
発
行
者
と
並
ん
で
、
支
払
い
を
実
行
し
た
銀
行
も
該
当
す
る
が
行
き
過
ぎ
で
あ
り
、
現
金
払
い
に
よ
ら
な
い
支
払
取
引
に
お
け
る

著
し
い
不
安
定
を
も
た
ら
す
。
そ
し
て
、
第
三
者
に
は
、
撤
回
が
対
価
関
係
に
お
い
て
方
式
又
は
期
間
に
従
い
な
さ
れ
た
か
否
か
、
撤
回

が
存
在
す
る
か
否
か
は
無
関
係
で
あ
り
、
第
三
者
は
対
価
関
係
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
単
に
支
払
い
機
能
を
果
た
す
だ
け
で
あ

る
の
が
基
本
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
第
三
者
に
受
領
者
の
破
産
リ
ス
ク
を
負
わ
せ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
使
用
に
関
す
る
枠
条
件
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が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
者
の
負
担
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
な
い
と
さ
れ

80る
。

３

履
行
地
と
履
行
遅
滞
の
規
定

１
）
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
七
四
条

ⅰ

改
正
点
と
理
由

通
信
販
売
契
約
は
、
顧
客
の
履
行
の
点
に
お
い
て
特
殊
性
及
び
不
確
実
性
が
あ
り
、
そ
の
特
殊
性
及
び
そ
れ
と
結
び
つ
く
顧
客
の
危
険

は
、
債
務
の
履
行
と
不
履
行
の
効
果
に
関
す
る
債
務
法
の
規
定
の
本
質
的
な
変
更
は
必
要
と
し
な
い
が
、
現
行
法
の
二
つ
の
変
更
を
必
要

と
す
る
。
契
約
の
履
行
地
の
規
定
（
ス
イ
ス
債
務
法
七
四
条
）
と
債
務
者
の
遅
滞
の
規
定
（
ス
イ
ス
債
務
法
一
〇
二
条
以
下
）
で
あ

81る
。

ス
イ
ス
債
務
法
七
四
条
二
項
二
号
及
び
三
号
に
従
う
と
、
特
定
物
が
債
務
の
目
的
と
な
る
場
合
に
は
、
債
務
者
は
特
定
物
が
契
約
締
結

時
に
存
在
し
た
場
所
で
債
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
、
債
務
者
は
義
務
発
生
時
に
債
務
者
が
居
住
し
て
い
た

場
所
で
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
規
定
は
、
顧
客
と
の
通
信
販
売
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
通
信
販
売
に
際
し
て
は
、
義
務
は

通
常
顧
客
の
住
居
で
履
行
さ
れ
る
。
顧
客
が
商
品
を
提
供
者
の
住
居
、
又
は
提
供
者
が
い
る
場
所
で
受
け
取
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
。
こ
の
理
由
か
ら
、
四
号
は
、
通
信
販
売
に
際
し
て
は
、
提
供
者
は
義
務
を
顧
客
が
契
約
締
結
時
に
住
ん
で
い
た
場
所
で
履

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
。
な
お
、
本
号
は
任
意
規
定
で
あ
り
、
当
事
者
が
他
の
解
決
を
合
意
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

改
正
は
、
契
約
に
よ
っ
て
費
用
が
顧
客
の
負
担
と
な
っ
て
い
な
い
限
り
、
引
渡
費
用
を
提
供
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に

加
え
て
、
こ
の
解
決
は
、
引
渡
費
用
の
負
担
の
問
題
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
売
買
契
約
に
つ
き
、
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
九
条
一

82項
、
七
四

条
二
項
二
号
、
三
号
に
従
い
顧
客
の
負
担
に
な
る
こ
と
を
妨
げ

83る
。
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ⅱ

草
案
に
対
す
る
評
価

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
七
四
条
二
項
四
号
は
、
任
意
規
定
で
は
あ
る
が
、
通
信
販
売
の
際
に
は
提
供
者
の
義
務
は
、
顧
客
が
契
約
締
結
時

に
住
所
を
有
し
て
い
た
所
で
履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
。
つ
ま
り
、
七
四
条
二
項
及
び
三
項
と
異
な
り
、
常
に
持

参
債
務
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
点
、
理
由
書
は
、
単
に
新
た
に
提
供
者
に
負
担
さ
せ
る
べ
き
引
渡
費
用
に
対
す
る
態
度
決
定
を
意
図
し
て
い
た
だ
け
だ
が
、
履
行

地
の
変
更
は
、
ス
イ
ス
債
務
法
二
一
二
条
一

84項
に
従
え
ば
、
実
際
の
価
格
の
立
証
に
関
し
て
重
要
で
あ
り
、
裁
判
管
轄
に
関
す
る
ル
ガ
ノ

条
約
五
条
一
号
に
従
っ
た
裁
判
管
轄
を
基
礎
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
理
由
書
に
よ
っ
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
深
刻
な
法
的
帰
結
が
生

じ
る
と
批
判
さ
れ

85る
。
さ
ら
に
、
任
意
規
定
で
あ
る
以
上
、
合
意
に
よ
っ
て
排
除
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
立
法
者
が
意
図
し
て
い

た
引
渡
費
用
の
提
供
者
負
担
と
い
う
目
的
も
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

他
方
で
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
七
四
条
二
項
四
号
は
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
一
〇
七
条
三
項
と
の
関
係
で
、
撤
回
期
間
を
顧
客
へ
の
商

品
の
到
達
で
は
な
く
、
契
約
締
結
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
欠
点
を
補
完
す
る
規
定
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る

86が
、
こ
の
点
は

次
の
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
一
〇
七
条
に
対
す
る
評
価
の
箇
所
で
触
れ
る
。

２
）
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
一
〇
七
条

ⅰ

改
正
点
と
理
由

通
信
販
売
の
履
行
の
遅
滞
に
つ
き
、
顧
客
は
通
常
は
既
に
前
払
い
を
し
て
お
り
、
履
行
が
ま
だ
可
能
で
あ
る
か
を
知
ら
な
い
と
い
う
、

不
利
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
に
、
提
供
者
が
も
は
や
履
行
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
時
期
を
確
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

87る
。
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通
信
販
売
指
令
は
七
条
で
こ
の
問
題
を
規
定
す

88る
。
当
事
者
が
異
な
る
合
意
を
し
て
い
な
い
場
合
に
関
し
て
は
、
提
供
者
に
提
供
の
た

め
の
三
〇
日
の
期
間
を
あ
た
え
る（
一
項
）。
商
品
の
処
分
権
の
瑕
疵
ゆ
え
の
不
履
行
の
際
に
は
、
提
供
者
は
顧
客
に
説
明
を
な
し
、
す
で

に
給
付
さ
れ
た
額
を
消
費
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
項
）。

ス
イ
ス
法
は
、
た
し
か
に
、
通
信
販
売
契
約
に
関
す
る
特
別
規
定
を
有
し
て
い
な
い
が
、
一
般
的
に
は
満
足
で
き
る
解
決
を
可
能
に
し

て
い
る
。
一
方
で
、
ス
イ
ス
債
務
法
七
五

89条
は
、
履
行
の
時
期
が
契
約
で
も
法
律
関
係
の
性
質
か
ら
も
決
定
さ
れ
な
い
場
合
、
契
約
の
履

行
は
即
座
に
な
さ
れ
う
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
こ
の
規
定
を
変
更
す
る
理
由
は
見
当
た
ら
ず
、
な
ぜ
な
ら
顧
客
が
引
渡
期
間
に
関
し
て
説

明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る（
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｄ
条
一
項
ｂ
号
）。
他
方
で
、
義
務
が
履
行
期
に
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
提
供
者
が
履
行
を
し
な
い
場
合
、
顧
客
は
提
供
者
を
遅
滞
に
陥
ら
す
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は
遅
滞
の
理
由
に
左
右
さ
れ
な

90い
。

提
供
者
の
遅
滞
の
際
に
は
、
顧
客
は
提
供
者
に
、
顧
客
が
履
行
を
放
棄
し
う
る
前
に
、
ス
イ
ス
債
務
法
一
〇
七
条
一
項
が
準
用
す
る
ス

イ
ス
債
務
法
一
〇
二
条
一

91項
に
よ
り
、
催
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
提
供
者
が
そ
れ
で
も
履
行
し
な
い
場
合
に
は
、
契
約
を
ど
う
す
る
か
、

即
座
に
提
供
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
要
件
を
充
た
さ
な
い
顧
客
は
、
遅
れ
る
履
行
を
承
諾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ス
イ
ス
法
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
指
令
の
解
決
の
国
内
法
化
は
、
ス
イ
ス
債
務
法
一
〇
二
条
以
下
に
従
っ
た
遅
滞
構
造
の
放
棄
を
も
た
ら
す
。

通
信
販
売
の
特
別
な
履
行
方
式
は
、
ス
イ
ス
法
の
広
範
囲
の
変
更
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。
一
方
で
、
提
供
者
が
顧
客
の
い
か
な
る

催
告
も
な
し
に
遅
滞
に
陥
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
顧
客
に
契
約
の
履
行
が
遅
れ
た
際
に
反
応
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
特
に
引
渡
期
間
に
関
し
て
説
明
を
受
け
た
場
合
（
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
四
〇
ｄ
条
一
項
ｂ
号
）
に
当
て
は
ま

る
。
他
方
で
、
法
に
基
づ
く
契
約
の
破
棄
は
正
当
化
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
顧
客
は
履
行
に
対
す
る
利
益
を
い
ま
だ
有
し
て
い
る
。
こ

の
利
益
は
、
ス
イ
ス
債
務
法
一
〇
二
条
一
項
、
一
〇
七
条
一
項
に
従
っ
た
催
告
を
す
る
顧
客
に
は
も
は
や
存
在
せ
ず
、
こ
の
意
味
で
の
推

定
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
一
般
的
に
承
諾
さ
れ
う
る
。
つ
ま
り
、
ス
イ
ス
債
務
法
一
〇
七
条
二
項
に
従
い
遅
滞
な
く
契
約
の
運
命
に
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関
し
て
明
ら
か
に
し
な
い
顧
客
は
、
遅
れ
た
履
行
を
承
諾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
結
果
は
回
避
さ
れ
る
。
提
案
さ
れ
る
新
規
定

に
つ
き
、
単
に
推
定
が
問
題
に
な
る
の
で
、
顧
客
は
契
約
の
履
行
を
請
求
す
る
可
能
性
を
引
き
続
き
有
す

92る
。

ⅱ

草
案
に
対
す
る
評
価

債
務
者
が
双
務
契
約
の
際
に
遅
滞
し
て
お
り
設
定
さ
れ
た
期
間
内
に
給
付
を
し
な
い
場
合
、
債
権
者
は
一
〇
七
条
二
項
に
従
い
引
き
続

き
遅
延
賠
償
と
並
ん
で
履
行
を
請
求
す
る
、
又
は
債
権
者
が
遅
滞
な
く
そ
の
意
思
を
表
示
し
た
場
合
に
は
、
追
給
付
を
放
棄
し
て
不
履
行

に
よ
る
損
害
賠
償
又
は
契
約
の
解
除
を
な
す
権
利
を
有
す
る
。

他
方
で
、
草
案
一
〇
七
条
三
項
に
よ
る
と
、
通
信
販
売
に
お
い
て
提
供
者
の
履
行
遅
滞
が
あ
っ
た
場
合
、
顧
客
の
給
付
の
放
棄
が
推
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
給
付
の
放
棄
又
は
解
除
を
遅
滞
な
く
表
示
し
な
い
顧
客
が
、
提
供
者
に
よ
る
履
行
を
引
き
続
き
認
容
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
態
を
回
避
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
通
常
、
債
権
者
は
履
行
を
放
棄
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ

93り
、
ス

イ
ス
債
務
法
草
案
一
〇
七
条
三
項
に
よ
る
法
律
上
の
推
定
は
実
際
に
は
適
切
で
あ
る
が
、
な
ぜ
通
信
販
売
で
締
結
さ
れ
た
契
約
に
の
み
適

用
さ
れ
る
の
か
は
、
説
得
力
を
持
っ
て
理
由
付
け
ら
れ
ず
、
遅
滞
の
効
果
は
、
統
一
的
に
あ
ら
ゆ
る
契
約
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

の
批
判
が
あ

94る
。

通
信
販
売
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
契
約
の
み
に
、
顧
客
の
履
行
の
放
棄
が
法
律
上
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
は
あ
る
が
、
顧
客

の
履
行
の
放
棄
は
、
提
供
者
の
引
渡
債
務
が
持
参
債
務
と
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
結
び
つ
い
て
、
草
案
の
欠
点
を
一
部
補
う
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
提
供
者
の
引
渡
債
務
が
持
参
債
務
で
あ
る
た
め
に
、
輸
送
等
に
お
け
る
遅
滞
の
責
任
は
提
供
者
が
負
う
こ
と
に
な
り
、

遅
滞
の
際
に
は
顧
客
の
給
付
の
放
棄
が
法
律
上
推
定
さ
れ
、
顧
客
の
契
約
関
係
か
ら
の
脱
退
が
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
顧

客
へ
の
商
品
の
期
間
を
過
ぎ
た
到
着
の
際
に
は
、
顧
客
は
即
座
に
契
約
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
つ
ま
り
即
座
の
脱
退
可
能
性
に
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よ
っ
て
、
契
約
の
相
手
方
及
び
契
約
の
目
的
物
の
認
識
が
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
危
険
を
、
あ
る
程
度
顧
客
は
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
顧
客
が
契
約
目
的
物
を
保
持
す
る
前
に
撤
回
期
間
が
経
過
し
て
し
ま
う
と
い
う
不
適
切
な
結
果
を
、
解
除
権
に
よ
っ
て
調
整

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
本
来
、
提
供
者
の
履
行
遅
滞
と
は
関
係
な
く
認
め
ら
れ
る
撤
回
権
が
、
提
供
者
の
履
行
遅
滞
に
左
右

さ
れ
る
点
で
問
題
が
あ
る
。
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又
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国
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以
下
の
こ
と
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た
め
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措
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取
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注
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供
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た
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合
に
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消
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者
を
そ
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ぞ
れ
の
反
対
給
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か
ら
解
放
す
る
た
め
に
。
そ
の
際
反
応
が
な
い
こ
と
は

承
諾
と
は
み
な
さ
れ
な
い
」

16

F
o
u
n
to
u
la
k
is,
a
.a
.O
.
(F
n
.
11),

S
.
60.

17

I.
S
ch
w
en
zer,

S
ch
w
eizerisch

es O
b
lig
a
tio
n
en
rech

t A
llg
em
ein
er T

eil,
2.
A
u
fl.,

B
ern 2000,

N
 
28.

12.
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18
F
o
u
n
to
u
la
k
is,
a
.a
.O
.
(F
n
.
11),

S
.
61.

19

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
10.

20

F
o
u
n
to
u
la
k
is,
a
.a
.O
.
(F
n
.
11),

S
.
61.

21

Ib
.,
S
.
62.

22

ス
イ
ス
債
務
法
二
六
条
一
項

契
約
の
無
効
を
主
張
す
る
錯
誤
者
が
、
そ
の
錯
誤
に
つ
き
自
己
に
過
失
が
あ
る
と
き
に
は
、
契
約
の
消
滅
に
よ
っ
て
生
じ
た

損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
た
だ
し
相
手
方
が
錯
誤
を
知
っ
て
い
た
と
き
又
は
知
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
き
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

23

H
o
n
sel /P

ietru
sza

k
,
a
.a
.O
.
(F
n
.
14),

S
.
775.

24

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
10.

25

H
o
n
sel /P

ietru
sza

k
,
a
.a
.O
.
(F
n
.
14),

S
.
775.

26

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
11.

27

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
11f.

28

H
o
n
sell /P

ietru
sza

k
,
a
.a
.O
.
(F
n
.
14),

S
.
780.

29

Ib
.,
S
.
780.

30

F
o
u
n
to
u
la
k
is,
a
.a
.O
.
(F
n
.
11),

S
.
66.

31

Ib
.,
S
.
67.

32

Ib
.,
S
.
67.

33

F
rei,

D
er A

b
sch

lu
ss v

o
n K

o
n
su
m
en
ten

v
ertra

g
en im

 
In
tern

et,
S
.
212.

34

H
o
n
sell /P

ietru
sza

k
,
a
.a
.O
.
(F
n
.
14),

S
.
782.

35

ス
イ
ス
債
務
法
五
条

１

期
限
の
定
め
の
な
い
申
込
み
が
隔
地
者
に
な
さ
れ
た
と
き
に
は
、
申
込
者
は
返
信
が
通
常
ど
お
り
か
つ
適
時
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
そ
の
到
達
を
期

待
し
う
る
時
期
ま
で
、
申
込
み
に
拘
束
さ
れ
る
。

２

申
込
者
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
申
込
み
が
適
時
に
相
手
方
に
到
達
し
た
も
の
と
仮
定
し
う
る
。

３

適
時
に
発
せ
ら
れ
た
承
諾
表
示
が
前
項
の
時
期
以
後
に
初
め
て
申
込
者
に
到
達
し
た
と
き
に
は
、
申
込
者
は
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
欲
し
な
い
と
き
は
、
遅

滞
な
く
そ
の
旨
を
通
知
す
る
義
務
を
負
う
。
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36

問
題
に
な
る
の
は
、
た
と
え
ば
、
郵
便
、
電
子
郵
便
、
電
話
、F

A
X

、
テ
レ
ビ
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。
契
約
交
渉
の
間
、
複
数
の
こ
れ
ら
の
手
段

が
利
用
可
能
で
あ
り
、
提
供
者
は
自
ら
の
申
込
み
を
手
紙
、
テ
レ
ビ
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
な
し
う
る
し
、
契
約
締
結
は
電
話
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

37

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
12.

ａ
号
は
競
売
を
排
除
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
こ
の
種
類
の
売
買
が
か
な
り
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
競

売
で
申
込
み
を
す
る
又
は
物
を
落
札
し
た
当
事
者
が
撤
回
権
を
与
え
ら
れ
る
契
約
の
締
結
は
非
常
に
限
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
ｂ
号
は
、
提
供
者
の
営
業
と
同

視
で
き
る
自
動
販
売
機
若
し
く
は
自
動
化
さ
れ
た
営
業
所
を
利
用
し
て
締
結
さ
れ
た
契
約
を
排
除
す
る
。
ｂ
号
に
従
う
と
、
公
衆
電
話
の
利
用
の
事
案
に
お

け
る
電
信
通
信
装
置
の
経
営
者
と
締
結
さ
れ
た
契
約
が
排
除
さ
れ
る
。
即
座
に
履
行
さ
れ
る
こ
の
契
約
に
際
し
て
は
、
撤
回
権
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
。

38

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
12.

39

F
o
u
n
to
u
la
k
is,
a
.a
.O
.
(F
n
.
11),

S
.
69.

40

H
o
n
sell /P

ietru
sza

k
,
a
.a
.O
.
(F
n
.
14),

S
.
782.

41

ド
イ
ツ
民
法
三
一
二
ｂ
条

１

通
信
販
売
契
約
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
遠
隔
地
通
信
手
段
を
用
い
て
事
業
者
と
消
費
者
の
間
で
締
結
さ
れ
る
商
品
の
引
渡
し
又
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
契
約
を
い
う
、
た
だ
し
、
契
約
締
結
が
通
信
販
売
の
た
め
に
構
築
さ
れ
た
販
売
又
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
シ
ス
テ
ム
の
範
囲
内
で
な

さ
れ
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
一
文
の
意
味
で
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
銀
行
サ
ー
ビ
ス
、
お
よ
び
信
用
供
与
、
保
険
、
個
人
の
老
齢
年
金
、

投
資
又
は
支
払
と
関
連
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。

以
下
略

42

H
o
n
sell /P

ietru
sza

k
,
a
.a
.O
.
(F
n
.
14),

S
.
783.

43

通
信
販
売
指
令
四
条

１

消
費
者
は
、
適
時
に
通
信
販
売
に
お
け
る
契
約
の
締
結
前
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
情
報
を
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ａ

提
供
者
の
氏
名
、
及
び
前
払
い
が
必
要
な
場
合
に
は
提
供
者
の
住
所

ｂ

商
品
又
は
役
務
給
付
の
本
質
的
な
性
質

ｃ

あ
ら
ゆ
る
税
金
を
含
め
た
商
品
又
は
役
務
給
付
の
価
格

ｄ

必
要
な
場
合
に
は
引
渡
費
用

ｅ

支
払
及
び
引
渡
又
は
履
行
に
関
す
る
詳
細

ｆ

撤
回
権
の
存
在
、
た
だ
し
六
条
三
項
に
掲
げ
ら
れ
た
場
合
を
除
く
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ｇ

基
本
料
金
表
に
基
づ
く
計
算
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
遠
隔
地
通
信
手
段
の
利
用
に
関
す
る
費
用

ｈ

申
込
み
又
は
価
格
の
有
効
期
間

ｉ

そ
れ
が
継
続
的
な
又
は
定
期
的
に
反
復
さ
れ
る
引
渡
を
内
容
と
す
る
場
合
に
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
商
品
の
引
渡
又
は
役
務
給
付
の
提
供
に
関
す
る
契
約
の

最
低
限
の
利
用
期
間

以
下
略

44

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
14.

45

通
信
販
売
指
令
の
四
条
及
び
五
条
に
従
う
と
、
契
約
締
結
前
に
な
さ
れ
か
つ
そ
の
後
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
又
は
契
約
締
結
後
に
な
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

46

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
14f.

47

通
信
販
売
指
令
五
条

１

消
費
者
は
四
条
一
項
ａ
号
な
い
し
ｆ
号
に
従
っ
た
情
報
を
、
契
約
の
履
行
の
間
に
時
宜
に
、
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
商
品
の
場

合
に
は
遅
く
と
も
引
渡
の
時
点
ま
で
に
、書
面
又
は
他
の
消
費
者
が
利
用
可
能
な
耐
久
力
の
あ
る
デ
ー
タ
記
憶
媒
体
に
よ
り
受
領
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

た
だ
し
、
書
面
ま
た
は
他
の
消
費
者
が
利
用
可
能
な
耐
久
力
の
あ
る
デ
ー
タ
記
憶
媒
体
に
よ
り
、
契
約
締
結
前
に
す
で
に
情
報
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
限

り
に
お
い
て
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
次
に
掲
げ
る
こ
と
が
通
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

｜
六
条
三
項
一
ダ
ッ
シ
ュ
に
挙
げ
ら
れ
る
場
合
を
含
め
て
、
六
条
の
意
味
で
の
撤
回
権
の
行
使
の
条
件
及
び
詳
細
に
関
す
る
書
面
に
よ
る
情
報

｜
消
費
者
が
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
の
で
き
る
提
供
者
の
居
住
地
の
地
理
的
住
所

｜
顧
客
サ
ー
ビ
ス
及
び
有
効
な
保
証
期
間
に
関
す
る
情
報

｜
期
限
の
定
め
の
な
い
又
は
一
年
以
上
の
契
約
期
間
の
際
の
告
知
条
件

以
下
略

48

通
信
販
売
指
令
六
条
一
項

１

消
費
者
は
少
な
く
と
も
七
就
業
日
内
に
通
信
販
売
に
お
け
る
契
約
締
結
を
、
理
由
の
説
明
及
び
違
約
金
の
支
払
な
し
に
撤
回
し
う
る
。
消
費
者
に
撤
回
権

の
行
使
の
結
果
、
課
す
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
費
用
は
、
商
品
の
返
送
直
接
的
な
費
用
で
あ
る
。

こ
の
権
利
の
行
使
の
た
め
の
期
間
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
開
始
す
る
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｜
商
品
の
場
合
、
五
条
の
意
味
で
の
義
務
が
履
行
さ
れ
た
場
合
は
、
消
費
者
へ
の
商
品
の
到
達
日
に

｜
役
務
給
付
の
場
合
、
契
約
締
結
の
日
に
、
又
は
五
条
の
意
味
で
の
義
務
が
契
約
締
結
後
に
、
次
に
掲
げ
ら
れ
た
三
ヶ
月
の
期
間
を
徒
過
し
な
い
限
り
で

履
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
義
務
が
履
行
さ
れ
た
日
に

提
供
者
が
五
条
の
意
味
で
の
諸
条
件
を
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
期
間
は
三
ヶ
月
に
な
る
。
こ
の
期
間
は
、
次
に
掲
げ
る
と
き
に
始
ま
る
。

｜
商
品
の
場
合
に
は
、
消
費
者
へ
の
商
品
の
到
達
日

｜
役
務
給
付
の
場
合
に
は
、
契
約
締
結
日

こ
の
三
ヶ
月
の
期
間
内
に
、
五
条
に
基
づ
く
情
報
が
通
知
さ
れ
た
場
合
に
は
、
一
段
に
よ
る
七
就
業
日
の
期
間
が
そ
の
時
点
で
開
始
す
る
。

略

49

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
14.

50

H
o
n
sell /P

ietru
sza

k
,
a
.a
.O
.
(F
n
.
14),

S
.
784.

51

F
o
u
n
to
u
la
k
is,
a
.a
.O
.
(F
n
.
11),

S
.
71.

52

H
o
n
sell /P

ietru
sza

k
,
a
.a
.O
.
(F
n
.
14),

S
.
784.

53

G
o
n
zen

b
a
ch
,
in
;B
a
srer K

o
m
m
en
ta
r,
O
b
lig
a
tio
n
en
rech

t I,
4.
A
u
fl.,

40d R
n
.
4.

54

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
14.

55

F
rei,

a
.a
.O
.
(F
n
.
33),

S
.
215.

56

H
o
n
sel /P

ietru
sza

k
,
a
.a
.O
.
(F
n
.
14),

S
.
784.

57

Ib
.,
S
.
784.

58

F
rei,

a
.a
.O
.
(F
n
.
33),

S
.
216.

59

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
15.

60

Ib
.,
S
.
15.

61

Ib
.,
S
.
15.

62

Ib
.,
S
.
15f.

63

Ib
.,
S
.
16.

64

Ib
.,
S
.
16.
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65
Ib
.,
S
.
17.

66

H
o
n
sel /P

ietru
sza

k
,
a
.a
.O
.
(F
n
.
14),

S
.
785.

67

F
rei,

a
.a
.O
.
(F
n
.
33),

S
.
222.

68

H
o
n
sel /P

ietru
sza

k
,
a
.a
.O
.
(F
n
.
14),

S
.
785.

69

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
16f

70

F
rei,

a
.a
.O
.
(F
n
.
33),

S
.
224.

71

H
o
n
sel /P

ietru
sza

k
,
a
.a
.O
.
(F
n
.
14),

S
.
780.

72

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
17.

73

G
o
n
zen

b
a
ch
,
a
.a
.O
.
(F
n
.
53),

40f R
n
.
2.

74

Ib
.,
40f R

n
.
3.

75

Ib
.,
a
.a
.O
.,
40f R

n
.
3.

76

F
o
u
n
to
u
la
k
is,
a
.a
.O
.
(F
n
.
11),

S
.
76.

77

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
17.

78

消
費
者
信
用
法
二
一
条

１

商
品
又
は
役
務
給
付
に
関
し
て
、
消
費
者
信
用
契
約
を
提
供
者
と
は
別
の
者
と
締
結
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
充
た
す
場
合
に
は
、
信
用

供
与
者
に
対
し
て
、
提
供
者
に
対
し
て
生
じ
る
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
主
張
し
う
る
。

ａ

信
用
供
与
者
と
提
供
者
の
間
で
、
提
供
者
の
顧
客
へ
の
信
用
が
も
っ
ぱ
ら
信
用
供
与
者
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
合
意
が
存
在
す
る
場
合
。

以
下
略

79

H
o
n
sel /P

ietru
sza

k
,
a
.a
.O
.
(F
n
.
14),

S
.
786.

80

Ib
.,
S
.
786.

81

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
17f.

82

ス
イ
ス
債
務
法
一
八
九
条
一
項

購
入
し
た
物
が
履
行
地
と
は
異
な
る
場
所
に
送
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
別
段
の
合
意
又
は
慣
習
の
あ
る
場

合
を
除
き
、
買
主
が
引
渡
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

83

Ib
.,
S
.
17f.
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84

ス
イ
ス
債
務
法
二
一
二
条
一
項

買
主
が
価
格
を
指
定
せ
ず
に
注
文
を
確
定
し
た
場
合
に
は
、
履
行
の
時
及
び
場
所
に
お
い
て
中
等
の
市
価
を
意
味
し
た
も

の
と
推
定
す
る
。

85

H
o
n
sel /P

ietru
sza

k
,
a
.a
.O
.
(F
n
.
14),

S
.
786.

86

F
o
u
n
to
u
la
k
is,
a
.a
.O
.
(F
n
.
11),

S
.
77.

87

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
18.

88

通
信
販
売
指
令
七
条

１

当
事
者
が
別
段
の
合
意
を
し
て
い
な
い
限
り
に
お
い
て
、
提
供
者
は
遅
く
と
も
消
費
者
が
提
供
者
に
注
文
を
通
知
し
た
日
か
ら
三
〇
日
経
過
後
ま
で
に
注

文
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

注
文
さ
れ
た
商
品
又
は
役
務
給
付
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
契
約
が
提
供
者
に
よ
っ
て
履
行
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
消
費
者
は
こ
の
状
況
に
つ

き
通
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
給
付
さ
れ
た
支
払
を
可
能
な
限
り
直
ち
に
、
た
だ
し
い
ず
れ
に
せ
よ
三
〇
日
以
内
で
払
い
戻
さ
れ
る
可
能
性
を
有

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

89

ス
イ
ス
債
務
法
七
五
条

履
行
期
が
契
約
又
は
法
律
関
係
の
性
質
に
従
い
決
ま
ら
な
い
と
き
は
、
履
行
は
即
座
こ
れ
を
な
し
又
は
こ
れ
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

90

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
18.

91

ス
イ
ス
債
務
法
一
〇
二
条
一
項

債
務
の
履
行
期
が
到
来
し
た
と
き
は
、
債
務
者
は
債
権
者
の
催
告
に
よ
り
遅
滞
に
陥
る
。

92

B
eg
leitb

erich
t,
S
.
18f.

93

B
u
ch
er,

S
ch
w
eizerisch

es O
b
lig
a
tio
n
en
rech

t A
llg
em
ein
er T

eil,
2.
A
u
fl.,

Z
u
rich 1988,

371 f.
F
N
 
168.

94

H
o
n
sel /P

ietru
sza

k
,
a
.a
.O
.
(F
n
.
14),

S
.
787.

Ⅳ

お
わ
り
に

ス
イ
ス
債
務
法
草
案
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
と
同
様
に
通
信
販
売
に
お
け
る
消
費
者
の
保
護
を
、
撤
回
権
の
付
与
で
保
障
し
よ
う
と
す
る
も
の
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で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
草
案
は
、
訪
問
販
売
と
通
信
販
売
を
統
一
的
な
規
定
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
さ
い
に
通
信
販
売
の
特
殊

性
に
引
っ
張
ら
れ
た
規
定
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
細
部
に
お
い
て
多
く
の
問
題
点
が
内
在
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
撤
回
権
の
付
与
と
と
も
に
提
供
者
に
情
報
提
供
義
務
を
課
す
こ
と
に
よ
り
消
費
者
の
保
護
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
が
情
報
提

供
義
務
の
内
容
は
、
撤
回
権
の
行
使
の
た
め
の
情
報
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
商
品
又
は
役
務
提
供
の
本
質
的
性
質

等
に
関
す
る
説
明
は
、
通
信
販
売
指
令
と
は
異
な
り
通
知
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
説
明
の
欠
如
は
撤
回
期
間
に
影
響
を
与
え
な

い
。
こ
の
点
、
契
約
目
的
物
の
性
質
に
関
し
て
は
、
提
供
者
に
よ
る
任
意
の
説
明
は
不
正
確
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
消
費
者
は
情
報
の

提
供
を
受
け
る
必
要
が
強
い
は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
撤
回
期
間
の
開
始
が
契
約
の
目
的
物
の
到
着
時
点
で
は
な
く
、
契
約
締
結
時
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
草
案
に
お
い

て
は
契
約
目
的
物
の
本
質
的
性
質
に
関
す
る
情
報
が
、
通
信
販
売
指
令
に
お
け
る
よ
り
も
よ
り
重
要
と
な
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

契
約
目
的
物
の
本
質
的
性
質
が
情
報
提
供
義
務
の
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
消
費
者
は
撤
回
権
を
契
約
目
的
物
の
詳
細
な
認
識
を
有

す
る
こ
と
な
く
、
期
間
遵
守
の
た
め
に
目
的
物
の
確
認
を
せ
ず
に
撤
回
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の

結
果
、
契
約
目
的
物
を
確
認
す
る
可
能
性
を
失
っ
て
し
ま
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

草
案
は
、
そ
の
他
の
点
で
も
重
要
な
問
題
点
が
あ
り
、
最
終
的
に
は
内
閣
の
承
認
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
通
信
販
売
に
関
す

る
立
法
は
、
今
後
の
学
説
の
論
議
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

司
法
大
臣
か
ら
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。「
債
務
法
は
契
約
自
由
の
原
則
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
契
約
自

由
は
、
市
民
が
成
人
で
あ
り
、
自
分
自
身
が
何
が
自
分
に
と
っ
て
好
ま
し
く
、
利
益
に
な
る
か
を
一
番
知
っ
て
い
る
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ

る
。
…
…
電
子
商
取
引
は
ス
イ
ス
に
お
い
て
は
法
定
撤
回
権
な
し
に
も
…
…
首
尾
よ
く
発
展
し
て
き
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ス
イ
ス
は
Ｅ

Ｕ
法
の
関
連
規
定
を
国
内
法
化
す
る
こ
と
を
国
家
契
約
上
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。」
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※
本
研
究
は
、
北
海
学
園
大
学
学
術
研
究
助
成
「
総
合
研
究
助
成
」「
一
般
研
究
助
成
」
の
一
部
で
あ
る
。
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